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朝
鮮
，動
亂
後
：の1«
:
界
經
濟
：&
變
化
は
、ー
戰
後％

日
本
經
濟
.の
.脆

弱

性

善

裸
.々

に
警
出
し
て
一
字
試
驗
藥
の
如
蓄
の
..で
あ 

つ
た
。
を
キ
^

^
1^
(*
«
カ
.の
«
退
に
邀
く
€

&
剩
、
物
_

>
雜

が

見

ら

れ

彳

海

外

市

場

の

競#
激
化
の
..た

め
. ®
打
ち
..と
な
'..

.,
舞

恐

：溝

症

勝

：現
わ
れ
ャ
中
小
企
業
：9
:
.三
月
危
機
が
叫
.ル

ー

て

.來

气

>

 _
;

# :
:
|と
!«
:
界
构
軍
擴
と
い
ぅ
新
し
い
條
件
に
遭
遇
1.
て
、
：̂

か
棄
ち
に
物
價
於
急
反
騰
^
轉
&

.

に
轉
じ
、
跛
行
时
な
特
瞥
景
氣
が
叫
ば
れ.る
に
至
.つ
た
。
：わ
が
逢
米
國
を
始
め.と
す
る
戰
略
物
資
買
付
競
爭
に
立
遲
れ
て
、
：
輸
入
難
と
：
 

ッ
ン
輸
久
m
料
高
塵
锒
材
料
と
な
り̂

今
ま
で
輸
人
を
抑
ぇ
て
輸
沘
把
促
進
ず
る
を
私
を
第
”
と
し
^'
^

課
題
ど
.な
.

备

鮮

遍

含 

九
七
：萬
'#
忙
は
る
特16

疆

，

「

锡
合
に
ょ
つ
て
は
突
約
駿
棄
さ
れ
る」

と
の
こ
と
で
あ
木
經
濟
新
聞 
一
'0 
ニ
ー 
八〕

特
需
景
氣
の
前
途
も
不
安
^
で
あ
る
匕
の
樣 

杞

外

歲

情

の

，變

化
k
ょ
つ
て
功
メ
レ
オ
ン
の
機
S

變
化
を
繰
り
返
ぇ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
杲
經
濟
の
對
外
他
存
的
性
格
が
先
ず
叫
題
で

•

中

小

働

®
^
本
肌
題

 

\
 

.

.

一

Q

H
ハ
®

y4^x%f>
(人口）

1億4千万人 
1千2百万人 
4=f 7百，认 

4百万人 
7百万人 
6酉万人 
4白万人 
9百万人 
3百万人 
4千万人 
8千万人

(契約高〉
687.960，意円 
38.840®.円 
64.800窟円 
5.641隠円 
9*640蒽円 
7.542®：円 
3.708想:円 
8.193置闪 
2.440蒽円 
6.311膣円 
3.063蒽円

ど同1民一人肖、 
ゆ約翯ノ 
4 9 0千円 
3 1 R千円 
13 5千円 
12 9 千 P3 
1 2 9千円, 
112千円 
9 0千’円 
8 5千円 
7 8千円 
15千円 
3千P3

先進國ほど國民一人当りの保險契約高が高いようで 
す文化日本も先づ生命保險に対する再認識から

生命保險の普及程度はその國の文化のバロ メーター 
といわれます戰前第 3 位を誇つた吾國の保險契約 
高も戰後は第1 1 位に落ちています

顿名’
.国
陀
國
！

1
蜊典ク鵾威國本

祭 

マ
 ン

米
加
英
瑞
缀
瑞
デ
和
諾
俩
日 

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10
11



ぁ
り
、
次
ぎ
に
股
料
赖
入—

加
エ
輸
出
と
い

う
こ
と
が
さ

け

ら

れ

な

い

と

し

て

も

外
的
刺
戟
に
應
じ

て
餘
り
に
も
動
搖
の
激

し

い

內^

^

' 

茂
：

V
:

*,
の
弱
f

il
遒
的
臌
M
性

辦

麗

で

务

る

^

砌

酈

暴

特

賛
 

:
一
 

ヤ
蒂
屑
が
進
：行
じ
他
汸
で
靡
傭
條 

•

い
う
變
動
下
に
、
戰
後
漸
く
巡

行

し始
め
た
民
主
化
も
逆
轉
の
兆

候

を‘
濃
く
し
‘

は
じ
め
て
い
る(

拙

稿「

將
需
と

H

本
經
濟
の
動
向

」

三
田
新 

.

聞
十
刀
ニ
〇
=
號
參
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1
1
)
.
：

か
七
.る
田
本
經
濟
め
脆
弱
性
を
ま
茗
ま
ざ
ど
見
弋
パ
そ
の
近
ぎ
を
豫
想
さ
れ
る
對
&
講
和
並
び
杞
米
國
の
對
日
援
助
打
切
り
を 

〉

リ：目前に：
擦
ぇ
て
經
濟

Q

自
立
方
惑
眞
劍
孜
論
議
の
對
象
と.な
ら
ぎ
名
を
.得
な
：
^

'■
'
;
'
'
:
だ
輸
入
超
過
を
.な
く
す
.た
め
.輸
出
第
1
主
義
を
：と
9

、
：
|

記
の
朝
鮮
動
亂
後
に
露
呈
さ
れ
た
事
象
に
ょ
つ
て
反
€
さ
れ
る
に
，至
つ
た
こ
と
は
當
然
で
ぁ
る
。
常
初
は
對
日
援
助
打
切
後
も
启
立
し
う 

■

,
る
た
.め
に
は
、
.國
際
收
支
の
.

衡̂
が
經
濟
自
泣
の
第
一
條
件̂
ぁ
'る
と
考
ぇ
ら
れ
た
。
と.こ
ろ
で
國
際
收
支
の
均
衡̂
、
國
內
の
生
活
水'

.

‘葬
の
切
下
、
«
傭
の
切
下
の
程
戚
如
何
で
は
、
色
■.々
な
レ
べ
ル
に
お
>'
で
、
：
そ
の
，つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
’と
と
が
出
來
る
箸
の
も
.の
.で
ぁ 

る
。'
.從
っ
て
問
題
は
單
な
る
國
際
收
支
の
海
衡
と
；い
5'
だ
げ
で
は
.な
く
、
如
何
な
る
程
度
の
：生
活
水
準
と
雇
傭
を
内
容
と
す
，る
均
衡
加
と
: 

•■
い
う
そ
の
質
的
內
容
が
問
題
1
な
る
ゎ
け
で
，'ぁ
り
、
安
本
の
經
濟
復
.興
計
畫
は
ニ
定
の
條
件
.を
前
提
と
し
.た
五
1
年
後
の
レ
ベ
ル
を
組
立 

■

そ

f

の
I

つ
た
。
と
I

が

條

I

特

に

對

外

關

內

部

條

# :
も
變
る
.の
で
ぁ
る
か
ら
、
.か
、 

.
る
計
畫
观
作
そ
れ
自
體
が
無
现
を
#
つ
て
い
.る
こ
と
は
.：い
う
ま
で
.
‘
な
'い
。：
從
つ
.て
.こ
’、
に
世
界
景
氣
を
始
め
外
部
的
影
響
で
-*
メ
レ
ォ

n

 

V

シ
的
に
.變
化
動
播
せ
レ
め
ら
.れ
る

こ

：
と

の

な

，
い

安

定

性

ぁ

：，る
自
立

.體
制
が
求
め
ら
化
、
立
つ
坐
.活
水
準
：の
高
度
化
と
完
全
雇
餘
と
の
南
者 

を
同
時
に
.達
成
し
う
る
獷
張
的
發
展
的
な
自
立
體
制
が
求
め
ら
れ
，る
こ
と
と
な
.る
o

i
 

統
一
的

fc
丈
^
ら
.れ
'れ
ば
.な
e>
-
な
K

佌
方
饑
餓
轍
沘
に
ま
で
逭
い
込
怀
質
昜
第
一
主
義
が
反
省
さ
れ
"
.國
内
開
發
の
重
要
性
が
指
摘
き
.れ
>
ま 

た
、.入
員
盤
，现
、
，勞
働
强
化
ぐ
人
件
費
切
下
...
一*

槍
の
所
謂r

日

本

型

合

理

：化

」

^̂ 

設
備
改
善
、
.技
術
高
度
化

の
本
格
的
合
理
化
.が
.課
題
と
な
っ
て
來
た
。
：從
っ
て
ま
た
、
失
業
の
增
大
と
チ
ー
プ
.
•レ
ー
：ハ'1
と
中
小
企
業
の
盤
理
と
集
中
-
獨
占
の
'.

-

•

•

+

.

*
 

.

.

.

.
 

• ' 

• 

.

.

.

. 

• 

' 

•
'

復
活
を
促
進
‘す
ぁ
所
謂T

自
由
經
濟J.'

政
策
及
び
.デ
フ
レ
.政
策
に
も
反
省
が
な
さ
れ
、
,計
畫
的
經
濟
建
設
の
必
要
が
苒
び
强
調
さ
れ
る
に 

-至
つ
た
。、

'

.

:

.

.

-

:

-

 

.

.■
 

•

 

- 

' 

■ 

•

 

• 

•

:

' :

と
こ
ろ
で
國
内
開
發
、
.設
備
改
善
、
生
產
力
の
.高
度
化
の
た
め
に
何
よ
り
も
先
ず
困
る
こ
と
は
、
蓮
轉
資
金
に
：さ
え
火
の
車
と
V
う
有 

機
で
、
長
期
投
資
資
金
が
ま〜

な
ら
'ぬ
と
い
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
戰
後
日
本
經
濟
の
資
本
蓄
積
の
貧
困
を
如
何
に
打
簡
す
る
か
と
い
う

:

問
題
が
ク
ロ

1

ズ
*

ア

ッ

プ

，
さ

れ

る

こ

と

.

.

と
&

っ
.

た

。
戰
後
民
間
資
本
の
蓄
積
は
、
個
人
貯
蓄
に
お
い
て
も
企
業
內
部
蓄
積
に
お
い

て

も

.

. 

.

. 

• 

- 

} 

. 

. 

*

極
度
に
低
下
し
て
い
た
。.
從
っ
て
國
家
財
政
が
童
税
を
通
'^
て
民
間
か
ら
吸
上
げ
、
こ
れ
を
復
金
を
：通
じ
1.て
重
黠
產
業
に
投
入
し
、
ド
ッ

.«.

.
/ 

•
 

‘ . 

，
 

. 

.

■.

ジ
.•

ラ

ィ

ン.

以
後
は
、
見
返
り
資
金
を
中
軸
^
し
て
行
う
^
と
と
な
っ」

た
。
ド
ッ
ジ
.•：

コ
ー
ス
城
民
間
資
本
蓄
積
を
中
心
1
し
、
こ
れ
を

^

 

f

•

»

:

活

潑

な

ら

る

た

め

の

減

税

i

特
に
法
人
：に
對
す
，る

減

稅

由

經

濟

方

式

を

.立
前
と
し
て
來
た
。
そ
の
根
底
に
一
貫
し
て
稃
す
,
 

る
考
え
方
は
、
ィ
ン
フ
レ
を
消
费
ィ
ン
フ
レ
と
し
て
見
て
、
坐
活
水
準
の
犠
牲
に
お
,^
て
ィ
ゾ
フ
レ
.を
收
束
し
、
耐
乏
生
活
の
基
礎
の
上

に
資
本
蓄
積
を
確
保
し
、
私
的
資
本
の
_
由
を
囘
復
し
.て
？
霉
ら
輸
出
而
に
お
い
て
價
値
や
實
現
を
計
っ
て
行
こ
う
と
す
る
^
の
で
あ

* 

• 

- 

.
 

,
 

. 

- 

.

る
。，
と
こ
ぢ
で
民
間
資
本
蓄
積
は
.停
滞
し
ク
自
由
經
濟
方
式
ば
前
記
の
如
き
矛
盾
を
生
む
。

.

從
.っ
て
こ
れ
に
對
し
て
«
家
資
本
の
役
割
を

ff
i
.

視
ム
私
的
蓄
猜
に
對
し
て
公
的
.蓄
積
を
重
視
し
ノ
從
っ
て
ま
た
計
畫
的
統
制
方
式
を
復
活
‘せ
し
め
.る
考
え
方
が
篠
頭
し
て
い
る
。
外
资

.

. 

.

■'

 

-.

■■

■
■■
.
.

 

•

 
.

 .

.

-■
•

 

,
 

.

■

.

.

-

導

入

：は

何

れ

0

立

場&

も
f

貧

弱

：な
.轍

内

資

本

蓄

積

カ

词

聰

：へ

0
呼
が
水
と
じ
て
渴
望
^
て
^

菜
駔
政
局
の
不
安
定
と
國
杓
經

..
'.
..
..
.

.I
-

 

»
5

 
.

 

.

 

.

■■
.
 

'
 

:
 

.

 

■

 -

 ■

'.

. 

,
,

濟
不
茈
常
の
條
件
下
で
は
木
格
的
な
民
間
外
資
の
導
入
は
見
込
薄
で
ぁ
り
、
戰
略
的
色
彩
を
も
っ
國
家
外
資
Iの
み
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お 

中
小
工
業
勞
働
の
迆
氺
間
題 

> 

’ 

3

.

.

(

ー
ー
ー
六
七)
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I

V
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,

」

、
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置

學

會

雜

誌
'
-
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5

『

卷

..：
麥
 

，
,
'
1
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/ 

—

，

'
•
-
_
• 

'
四

：
、

(

三

六
6

 

民

間

外

資

潘

入

は
_

家
統
制
を
嫌
い
、
國
内
の
卧
由
經
濟
方
式
を
.求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

C
.
0

 

.

 

以
丄
か
最
近

.の
經
濟
，巨
立

.
に
關
す
る

.
一
.般
の

#

論
議
の
，大
要

..で
あ
る
が
、

.

&
れ
>
.

を
..

概

括

す

れ

ば

次

ぎ

の

一

ー.つ
'
.の
.

^

^
に

分

つ

匕

と

が
B

.
.;
來 

i

i
思
ぅ
'9
'

.,
^
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■:S
:

自
由
經
痛
方
戎
I
質
易
.第
一
.主
擎
民
間
資
本
潜
積
重
視e

:

イ
ン
.フ
レ
收
朿
r
通
貨
儐
値
囘
復
第；.：一

主
'義
-
個̂
別
資
本
.の
，̂
由

»
.

■

資
本
の
.私
的
#i

格

讓

I

囘
復
ょ
り
先
ずT

安
'
®

J

を
第
一
と
す
る
立
摄
0

:.
.

,

'.

:•
’

ン

•
.

七
れ
は
：ド
ッ
ジ
I

イ

ン
下
の
：今

あ

で

：の

.經
濟
方
或
0.
線
で
多
^
、
〃
 
通
貨
改
革a

九
.

s

八
$

後
の
西
獨
逸
も
略
：々
同
じn

•l
-
.
Kで
あ
.

•
 

-
 
.
 

'
 

•
 

•
 

•
 

.
 

.. 

'
 

.

.

.

.

0
.
.計
晝
的
蘇
制
方
武
丨
國E

開
發
重
視—

公
的
蓄
積
童
學
デ
フ
レ
政
策
衩
對
|
私
的
資
本
(?
)
.自
由
に
'對
し
て
總
.

的
立
場
か
ら

.或
程
度
の
抑
制
を
.求
め
る
所
謂「

修
正
：資

本

產1
-
―

-通
貨
糧
の
安
定
第
.

一

主
義
に
對
し
て
.產
業
の
间
復
.，
生
産
力
のr

囘
復」

を

:
第
：一,バ
とK

 
る
立
場 

0て
：：
ご

.
■
■' 

::.
.
.
.バ
.
.,
.

.

.
:
-

/ .

.と
れ
は
社
#
黨
内
開
^
時
に
目
捧
と
さ
れ
炎
方
式
.の
.流
れ
に
屬
1:
、
安
本
的
コ
ト
ス
の
も
の
で
あ
り
、
英
國
の
行
き
方
と
通
ず
る
も
の

,;
が
あ
る
°

.

, ■
,

■,
 

.

-

.

.

.

ぐ
.

:

■
:•
'

■
■
:
;

. -
.
■
'
:
' 
-

- 

•

.

.

-

.

-

■ 

-.* 

. 

-

•

■.

-

 

'

,■
■

 -

.

 
.

 

\ 

;

:

:
 

,
.

.*
•

■ • 

- 

*
..
 

. 

.

' ■
.

ン
§

.

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
學
ブ

o

ン
フ

H
'

ン
'.フ
レ

ン
ナ
ー博
士

「

日
本
財
政
を

.め
ぐ
る
四
つ
の
立
場

」

.
Q
:

コ
ノ
、、、

.

ス
ト、.

昭
和
ニ

五
平
十
.バ
ニ

一
 n

 
號
揭
載
の
紺
介
文)

M
,

 

B
r
o
n
f
e
n
b
r
e
n
l

 

F
o
u
r

 

posi

f-ns on Japanese 

F
i
l
c
e
.

 

(
T
h
e

 J
O
U
E
l
b
f

 p
l
c
a
l

 E
c
o
n
o
m
y

1

.
 

I

.
 

s

.

运

12
S
S
)

は
、
戰
後
Q

n
本
經
濟
I

を
め
ぐ
る
二
つ
の
兆
本
的
立
場
、
す
な
：
^

I
豪

.

|

主
義
と
同
I

一
 

主
義
と
の
對 

力
を
把
摘
し
、
蹇

雙

、I

の
代
表
と
し
て
ド
ッ
ジ
•
ラ

イ

ン

を

潔

、
こ
れ
は
米
S

共

和

繁

政

箸

紫

f

れ
：た
鼠
だ
と
評
し
て
い 

る
。
そ
の
立
場
は
保
守
馨
の
も
の
で
、
-
こ
の
|

に
は
t

の
投
資
、
自
、

i

の
銀
行
と
か
い
ぅ
も
の
L

'
、
イ
■ンt

v

レ
4

制
ょ
”
真
 

ク
レ
を
-»
受
1 

•
從
っ
- ^
’
業
と
生
游
水
^
低
^

篇

牲

^
耍

す

弋

そ

令

私

的

投

費

被

存

；.
©间
,

廣
本
效
•串

©
商
度
化
、
合
理
化
の
上
な
の
>

炎
_

の
脅
成
は
救
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
々
の
で
あ
る
。
で
れ
に
對
し
て
囘
復
笫 

一
、3 1

義
に
は(

一〕

事
業
辟
_

の
，|

を
.第

：

t

と
•す
る
、
手
放
し 

.
-

:の

「

利
胸
イ
シ
フ
ヤ
ィ
シ
3.』

ス
>'」

-:
>
評
さ
れ
た
.东
猶
財
歡
,>
-及
：：び

0

1

>事
業
活
動
1
1復
：第

1
主
義
よ
1
も
生
斿
水
準
.の
间
.復
安
第
：ー
と
す
る
片 

山
内
間
常
時
の
安
本
ラ
イ
ン
と
が
あ
る
と
し
、
後
者
は
政
价
投
资
を
茁
視
し
阈
際
收
支
バ
ラ
ン
ス
.を
、饭
ニ
義
的
に
考
え
ぃ
.イ
ン
7

レ

發

坐.^
.
對

し

で

は
 

統
制
を
以
て
臨
み
、
統
制
の
無
效
な
揚
合
は
資
本
課
税
か
通
群
換
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
、

の
方
式
は
部
分
計
發
か
愈
'體

計

變

移

行

.す
る
闻 

裁
化
の
危
儆
を
は
ら
ん
で
い
S
と
評
レ
て
い
る
。
煨
後
の
笫
四
の
立
場
は
非
常
に
獨
特
な
共
產
簿
の
そ
れ
で
あ
る
：&

、
.
£れ
は
統
計
的
代
無
«
伍

な

:

集
穴
虫
義
だ
と
評
し
て
い
る
。
•こ
の
米
國
經
濟
學
赉
の
R
木
鸫
濟
政
策
批
剡
に
は
そ
の
立
場
に
多
く
の
！
：題
も
あ

'.
»

事
實
七
合
わ
ぬ
點
に
つ
い
て
.の
挺 

卯
も
あ
る
が
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
今
ま
で
一
:
<い
得
な
か
つ
た
批
判
と
示
唆
が
舍
，ま
れ
て
い
る
0 

.

'
:

■
 

■

 

-

 

-

.

-

 

J
 

r

Q

V

以
上
の
様
な
經
濟
向
立
方
式
を
繞
で
論
議
に
對
し
て
、
こ
れ
を
判
斷
す
る
た
め
に
先
ず
確
認
さ

■机
啦
ば
な
，ら
ぬc
- i

は
現
實
の

權
铯
的
矛
姐
を
ど
う
解
狄
す
る
か
と
：

S

う
こ
、と
で
あ
る
。
そ
の
矛
屉
は
次
の
諸
點
に
要
約
し
う
る
と
思
う
。

'

:

.
-

-

•
s

 

R
木
の
琢
贺
の
资
木
帮
積
が
贫
弱
で
、
生
產
カ
水
準
が
低
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く

-'
*
之
れ
.を
^

^
化
_'せ
^
め
る
こ
^
が
^
ホ

的
課
題
で
あ
る
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
資
木
義
の
现
代
的
櫛
避
の
中
に
於

-v
>
て
^
、

資

本

の

'
蓄

積

ィ

坐

產

力

：
の

高

度

.化

•

1
糜
業
糨
成
の
高
度
化
と
呼
议
れ
る
も
の
が
、.
つ
ね
に
糜
業
構
成
の
不
均
练
な
發
M
を
伴
い
、
页
に
金
.經
濟
構
^ *
の
龜
本
的
〒
^-
«
を
遺
し
'

伴
し
て
來
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
二

 

1

•，デ

ィ

ふ

政

策

、
現
在
の
英
國
の
勞
働
黨
政
策
、に
.つ
；い
て
批
判
分
析
を
：す
る
，

と
と
.

_
稿
.め
»
题
：で
攸
な
^
难
、
^
產
カ
_の

高

度

他

：に

は

成

功
^

%

大̂
衆
の
蒿
坐
活
氷
準
左
塞
展
傭
と
を
.平
時
，餐

の

中

^
 

.

.

.

に
わ
た
ウ
て
.發
展
的
に
保
證
し
得
允
先
進
國
の
經
驗
を
未
だ
わ
れ
わ
れ
は
確
證
し
得

.な
い
，。
修
正
資
本
主
義
の

.理
_
に
敷
ぐ
斷
片
的
經
驗■■

か
ち
疽
ち
に
そ
の
珂
論
的
偎
値
を
批
評
す
る
こ
と
は
酷
か
と
思
う
が
、

.

少
く
と
も
現
在
ま
で
こ
れ
を
充
分
納
得
す
べ
き
實
踐
：を
見
v

v>
な
.：

い
と
•い£

よ

う9

、

.■
•:
«

雄

の

^
が

國

忙

龙

- >
.て
.ぼ
昨
费
生
：產
永
準
が
漸
く
戰
前
水
準
0
七

鐘

製

^
到

«

し
：た
 ̂

:

い 

.中

.处
エ(

業
^

^
'0
'
藤
本
§:溥
::
-..''
.:..::
.

'

ぃ，
 

y 

r 

:

へ
-.
:-■

/
'

.
'

'

'
へ
:.
 

.

.

.

./

.本

.

.;:
;V
Q
1六
.丸 
ノ.■



ノ
'

ァ
1
1
1曲
學
會
雜
龈
笫
四
十
三
卷
‘
第
六
凝
‘ 

-

:

<

-

'

.
 

J 

、
 

: 

.

.

.4

ハ
.;
. cn

r

七
.0〕

.

ら
れ
た
の
で
あ
々
、
じ
か
も
こ
の
兆
候
は
ド
ッ
ジ
•
ラ
ィ
ン
の
デ
フ

レ
政
斯
が
始
ま
る
以
前
、
す
な
わ
ち
j
‘昨
年
•の
夏
^
か
ら
大
衆
購
買 

力
の
減
猫
"一
部
消
费
財
の
賣
行
不
振
と
し
て
現
れ
て
來
た
も
の
で
あ
つ
て
、
軍
に
デ
フ
レ
的
效
课
に
の
み
歸
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
 

も
つ
と
狀
本
的
な
構
站
的
運
励
法
則
の
結
粜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
，前
記
の
米
國
學
卷
が
第
三
の
立
場
と
し
て
擧
げ
た
社
舍
黨
內
闕
當 

時
の
所
謂「

修
正
資
本
主
義J

.

時
代
-
—こ

.；

の

米

學

考

は

，
こ

'れ
を
社
會
主
顏
的
政
策
と
考
え
、.
'生
活
水
：準
囘
復
第
，I.

義

I

し
て
：

5
、

る 

:
_
;
;
;̂
^
連
旗
的
意
圖
婶
と
も
.か
ぐ
瑰
賞
に
：お
い
％
祐
そ
ぅ
.で
_
な
加
つ

:囘
«
政
策
.が
.、
'中

，小

命

業

を

危

機

に

追

か

込

み

臉

め

.、

.
'農
村
景
氣
が
微
&

\
農
民
は
低
米
僙
供
出
と
重
 ̂

勤
勞
皆
級
忒
賃
金
.

.•

 

.

 .

.

•

 

. 

. 

:

 
r

 

•

 

.

 

r、
-.. 

:

 

. 

.

.

.

.

 
-

 

' 

.

 

.

 
•

を
抑

え

ら

机

て

、
ィ
シ
：
フ
，レ

;»
進
^

^
つ
て
；低

下;^
る
|

^
潰
金
：を
ス
ト
テ
ィ
；
^
に
訴
克
4
ば
、
.:
ィ 

.

.さ
れ
な
が
^
た
實
愦
1
あ
.つ

ぢ

^

の
：
後

ィ

：
ン

フ

；
レ

か

：
ら

デ

ク

^

策
と
表
面
.の
規
象
社
移
つ
て
來
た
ボ
？
終
戰
»:
後
の
泡
浓
的
^
村
景
氣
及
び
.^
小
企
業
亂
立
期
を
除
い
.て
は
、
E
大
資
本
と
冲
小
資
ホ
、
.

へ
資
本
主
1

産
業
と
農
民
、
：中
小
產
業
、.；勞
働
者
と
0:
間
0
開
魯
浙
益
々
天
：き
く
な
る
と
い
ぅ
資
本
主
義
特
有
.の
階
級
分
化
が
一
賞
し
て 

進
行
し
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
。
產
業
の
ピ
ラ
'ミ
ー
^
 ̂

以
後
着
々
と
'

^

 

 ̂

'
 

.ベ-

，
'

,

:

資
本
奮
環
對
的
過
剩
人
口
を
I

的
に
I

し
、
更
に
は
：獲

へ

：4

加
れ
.

I

薇
わ
れ
て
.い
^
か
に
.見
え
る
が
、

V

そ
の
.底
流
に
お
い
て
絕
え
.ず
進
行
し
.て
來
た
.の
で
'.あ
る
。.
年
産
力
の
高
宠
化
と
完
金
©
_
及
び
高
生
活 

::

水
準
と
の
間
に
介
在
す
る
#
造

擧

；

完
全
雇
傭
.と
.生
活
水
哗
高
度
化
と
を
並
抒
し
て
，實
與
せ
し
め
ぬ
鞲
造
的
矛
暂
、
と
X
に
間
題
が 

あ
る
の
で
.あ
る
。
產
業
構
雄
の
髙
度
化
と
い
ぅ
：こ
と
も
同
じ
問
題
の
矛
盾
を
も
ち
、
.ピ
ラ
ミ
• ッ
.ド
の
頂
點
に
1位
置
す
る
獨
占
資
本
•.百
大 

企
業
•
.重
^
画
業
の
生
產
力
と
歌
利
力
枕
囘
復
し
：て
^
、
勤
勞
大
衆
の
職
買
カ
は
眩
下
し
、
國
內
民
.需
中
心
の
和
小
企
槳
、
零
細
經
營
は

」

：破
蓖
1>
'
農
業
紙
營
社
荒
廢
す
.る
と
い
う
矛
盾
を
同
峙
に
.#
-̂
.國
內
市
場
は
益
々
狹
く
.な
1
、
饑
餓
輸
出
に
進
敗
す
る
以
外
’に
道
が
な 

く
，

H

り
、
し
か
も
こ
れ
.は
歐
米
と
-の
生
產
性
'0
差
で
行
詰
り
、
特
需
と
軍
擴
經
濟
に
血
路
ど
求
め
た
が
、
前
述
の
如
く
益
々
.，跡
際
關
係
に 

影
響
さ
れ
る
カ
メ
レ
オ
ン
的
經
濟
と
な
つ
て
來
て
い
る
の
で
あ
る
ァ
^

^
.

'
(2
)

右
の
根
本
的
な
構
造
矛
盾
に
華
い
.て
、
國
內
經
濟
循
環
と
外
國
貿
易
と
の
矛
盾
が
見
ち
れ
る
の
で
あ
る
。、-國
內
市
場
第
一
主
義
か 

.*
易
第|

主
義
か
と
い
う
風
に
毁
立
的
に
問
題
が
提
起
さ
れ
る
の
は
、
元
來
構
造
的
に
國
內
市
場
の
狭
隘
化
と
國
外
市
場
.の
爭
奪
競
爭
と
. 

ぃ
う
内
外
に
わ
た
る
對
立
矛
盾
が
内
在
し
て
い
る
が
ち
で
あ
る
。
南
者
の
並
行
的
發
展
が
齎
ら
，さ
れ
ず
、
.對
外
的
に
妓
各
國
の
國
民
主
義

的
競
爭
が
激
化
し
、
こ
の
競
爭
に
打
勝
つ
た
め
に
國
內
經
濟
循
環
が
.益
々
細
り
瘦
せ
て
行
く
と
い
ダ
、'國
際
經
濟
と
國
內
經
濟
と
を
•一，貫

% 

. 

.-、

- 

, 

' 

:

し
た
構
部
的
^ '
盾
於
現
银
し
て
.い
る
。
と
れ
め
打
開
の
た
尤
の
.協
調
的
國
際
分
業
と
多
^
貿
易
體
制
の
樹
立
が
行
惱
み
、
そ
の
統
一
化
が 

冷
戰
の
戰
略
的
必
要
も
.加
わ
っ
.て
促
進
を
要
求
.さ

れ

乍

ら

、
，
欧
#
主
義
圈
の
獷
大
と
.周
邊
地
域
'の
革
命
情
勢
に
ょ
つ\」

狹
隘
化
す
る
資
本 

主
義
市
場
の
た
め
に
、
市
場
爭
奪
戰
が
激
化
し
て
.統

.マ
化
が
阻
辔
さ
れ
る
"と
い
う
_
實
の
、矛
盾
0
中
に
基
本
問
題
が
あ
る
。

- 

，
特
に
朝
鮮
動
亂
以
後
の
.li
t
界
經
濟
0
軍
擴
ベ
の
轉
換
は
重
大
な
變
.化
で
あ
っ
て
、
軍
需
生
！I

は
素
材
的
に
は
生
產
財
部
們
又
は
消
費
財 

.部
門
で
：行
わ
れ
る
に
し
て
も
絕
え
ず
國
民
經
濟
の
苒
生
産
的
循
環
如
ら
は
脫
落
し
て
荇
く
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
1擴
大
し

て

行
く
. 

ヒ
と
は
.民
嗜
と
.の
'競
合
關
係
に
立
：ち
、
：民
需
抑
制
を
必
然
的
.に
伴
う
も「

の
で
あ
る
。
：わ
が
國
の
特
需
は
外
國
へ
..の
軍
需
品
輸
出
の
性
質 

も
っ
と
は
い
：え
、
：弗
が
た
ま
つ
て
も
輸
入
.が
困
雛
だ
A
JVN
'う
.現
實
に
お
い

-て

は

、

，右
と
同
で
效
果
を
齋
す
。
輸
入
：の
裏
付
な
く
し
.'て
特
需

.

.

.

.*■
!

.

.

.

 

* 
ノ..+ 

プ
.. 

：•- 

‘ 

-

半
塵
が
®
行
さ
れ
れ
：ば
.、.そ
.れ
は
輸
出
と
競
合
し
、i

たf

需
と
競
合
.
^

雄
設
が
壓
迫
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
ー
切
の
負
擔
が
國
民
の
耐
乏
坐
活
に
か
か
つ
て
來
•る
懸
念
が
；あ
ろ
う
。
動
亂
«
企
業
は
特
需
の 

先
行
見
透
し
雛
か
ら
、
削
減
し
た
欲
働
力
と
现
稃
設
備
の
稼
動
を
專
ら
强
，化
す
る
方
向
で
こ
れ
に
應
‘じ
て
い
る
有
様
で
あ
つ
て
、
特
に
勞 

中
小
工
業
勞
働
の
迤
本
問
題 
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働
條
件
の
低
下
は
著
し
い
。 

' 

• 

\ 

. 
■
、

質
易
.：̂
阈

:^
經
濟
棚
B

i

p火

:^
せ
、
國
响
開
發
士
倒
內
市
場
擴
大
の
た
め
.に
.役
立
.ち
、
亂
內
生
庫
力
の
發
藉
が
内
部
^
に
も
對
外
勺

.

.

 

f

I

f

蠢

卞

|

造
.へ
の
癡
|

そ
求
め
ら
る
べ
4

本
激
.で
|

 

\ 

矛

猶

碧

亡

と

な

き

，

格
.の
資
本
蓄
積
の
行
ゎ
れ
1

制

で

誉

、
，
_

雇

傭
1

活
水
準
高
度
化
と
が
、
資
本
蓄
ぷ
並
符
し
て
行
ゎ
：

.

 

れ

る

體®
で

，

れ

ば

な

ち

ぬ

。

資

本

蓄

賴

、

.
生
：產
ガ
；.の
高
度
化
の
必
要
は
い
ぅ
ま
、で
も
な
い
が
、.
.問
題
は
こ
れ
：の
行
ゎ
k
る
比
組
に
あ 

,り
、..：體

制

の

性

質

に

あ

る

。
.

:.
.
.
.
入 

、

.

:(
3
).
現

實

の

矛

盾

せ

る
.嘗

篇

に

お
V
て
、
，ゎ

が®
に

お

い

；
i

農
業
麗
と
中
小
企
業
間
題
と
が
最
螽 

こ

れ

ら
,

. 

の

调

題

遺

淡

看

.で
I

が
、
|

建
性
、
.
.或
を
前
期
街
ど
.ぃ
ゎ
れ
_

 

供

の
冲
に
內
包
せ
し
め
ら
れ
■

た
。
'獨
I

半

封

建

:

戰
後
經
濟
民
主
化
.の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
し
1
蜀

占

_

.
資
本
の
解
:«
!

:
農

地

改

革

、
馨

：の
.民
主

：化

、
：；
勞

働

錳

繳

，

そ

の

_

都
面
を
構
成
し
て
來
S

で
あ
る
，
 ̂

..

.

何
ょ
1

靈

と

し

.て
の
獨
裏
本
主
_
體
制
が
.解
體
さ
れ
ナ
ぐ
徐
々
.に
囘
復
^

こ
れ
に
: ^
:1
.
て
«
も
銳
'い
强
カ
愈
避
抗
カ
た
る
：べ
き
勞
働
の
耝
織
が
'、
分
裂
に
: ±

つ
て
'弱
化
.，し
つ
2
め
る
，
' :
:

資

-;
*
產

は

封

建

性

或

：い

は

前

期

性

を

絕

ぇ

$

1

』

ク
4

展
贫
る
原
則
の
.も
_

あ
る
が
、
ぞ
の
發
展
は
^
^

建
帒
ょ
り
資
本
主
義
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
封
漏
の
：

j
、

掃

を

任

務

：と

す

る

ミ

ジ

；
ョ

ァ

革

命

が

.不
驚
な
場
合
、
或
い
I

れ
が
骨
漱

.

き
と
さ
れ
秦
合
に
ば
遲
れ
皇
I

I

ひ
：：

い
5

f

響
.
：

か

診

い

範

圍S

用

し

、'

I
ず
I

の
I

る
。.特
.

1
木

&

抗

す

る

プ.ロ
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タ
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|
沐

生

義
©-
高

度

段

階

に

，お

：い
：て

'は
特
.
^

は
前
期
性
の
問
題
を
そ
れ
だ
け
孤
立
さ
せ
て
機
械
的
に
問
題
と
す
る
こ
と
は
"
往
々
に
し
て
獨
占
資
本
束
配
の
總
構
造
を
忘
れ
る
誤
9
に

,...'•
 

•

 :
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.

.

.

.

.
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C1D::..

本

稿

で

：陬

題

と
.ず
を
中
小H

業
問
題
も
私
1
る
總
構
造
©'
中
に
依
置
づ
け
.て
解
明
さ
れ
ね
ぼ
.な

ら

ぬ

。

〈

中

小

エ

|

^

題
は
色

 々

孜

側
[0
|
か

ら

問

敏

と

：す

る
'こ
と
.が
出
來
る
が
"
.
»占
資
本
と
勞
働
險
級
と
^
う
.今
日
9
恶
本
的
择

ら
ぇ
、
M
に
獨
占
資
本
支
配
の
產
業
鋳
造
の
中
に
お
け
る
冲
小H

業
問
題
.の
'根
本
的
解
決
の
方
向
と
い
う
.も
©
を
探
求
す
る
場
合
、
中
小 

.
H

業
の
勞
做
問
題
が
最
も
甚
本
的
な
.：キ
ー
‘
科
〒
ツ
ト
た
る
.匕
と
が
着
取
さ
れ
：る
'
P
で

あ

る

で

'
ニ
 

V.
-
.」

と
こ
ろ
で
前
⑩
の
如

く
經
濟
民
主
化
と
產
業
_
造
矛
盾
解
狀
の
最
^
瑰
實
_
な
擔
手
と
考
ぇ
ら
れ
|る
勞
働
階
級
の
組
織
の
分
裂
弱
化
に 

擞
し
て
、
そ
の
統r

が
規
粗
最
も
重
要
な
.問
題
ど
な
つ
て
.い
る
。
.こ
：
の
：
場

合

戰

後
-の
勞
働
運
動
の
，反
省

内
'部
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
を
こ
.と
は
當
然
で
あ
.る
が
、''
'
.散
ニ
に
.中
小
エ
業
务
働
問
風
が
同
時
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
巾

/h
x 

業
勞
働
の
問
題
點
攸
次
の
諸
點
忙
要
韵
し
う
る
い
。
.
へ

：';
.■,
•

.
• .
.
'

■
.
.
:
_
:
.

/:
■

..

.:
• 

現
段
階
に
お
け
る
獨
占
資
本
と
勞
働
階
級
と
の
對
抗
に
お
い
て
、
.中
小H

業
^
働
者
の
廣
孤
な
層
は
そ
の
お
く
れ
炎
意
識
と
未
組
織
と 

い
う
主
髖
的
條
件
及
び
後
に
述
べ
る
客
觏
的
條
件
に
ょ
つ
て
、
大
_:エ
#
罾
働
者
の
對
抗
カ
の
i首
枷
と
も
激
り
、
大
エ
業
勞
働
條
件
の
向
上 

を
制
約
す
る
も
I
の
と
も
な
つ
て
い
る
。
..そ
れ
は
戰
㈱

㈣
一
を
阻
害
し
、
分
裂
の
要
因
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
更
に
ま
た
大
工
業
勞
働
者

自
體
の
肉
部
に
あ
る
中
小H

業
勞
働
者
的
分
子
は
大
工
業
勞
働
者
の
戰
線
自
體
の
障
碍
と
な
つ
て
.い
る
と
も
な
い
う
る
。

..

..
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•
.

.
中
小
：

H

業
は
農
村
と
並
ん
：で
失
業
：.
•過
剩
人
ロ
(6
潜
在
化
す
る
プ
i
ル
.と
な
り
、.，
大

工

業

勞

働

者

の

絕

ぇ

ざ

る

競

爭

者

"

産

業

豫

備

軍

-

.

.

.

.

■ 

.. 

r 

... 

-

, 

- 

.

. 

. 

, 

. 

, 

■ 

• 

い

を
供
給
し
>>
大
エ
業
勞
働
條
件
を
低
下
せ
し
め
る
遍
盤
と
な
つ
て
>
る
。
し
か
も
中
小
工
業
は
最
近
急
速
に
分
解
し
つ
-
あ
り
、
中
小H

r
. 

V
 

.

中
小
3:
'
-業

勞

働

：の
.选

本

抑

_

。-:
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働
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に
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縣
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各
新
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奪̂
典
太
が
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^

せ
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か
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課
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一，ロ
*
冲
小
工
業
勞
働
者
と
い
'つ
て
も
、
中
小H

業
の
廣
*■
•
多
様
性
に
基
い
.て
幾
多
の
層
が
あ
る
.'0
.大
ぎ
く
わ
け
て
、
エ
場
努 

働
と

家
內
勞
働
と
が
あ
る
タ
エ
場
勞
働
ど$

つ
て
も
機
械
制
の
も
の
' 
手
立
制
の
も
の
.が
..f

フ
家
內
勞
働
は
.概
し
て
手H

.

制
の
も
の
が 

多
い
と
い
，っ
て
.も
、.
機
械
、
動
カ
を
備
ぇ
る
七
の
^-
あ
る
メ
^
に
男
子
を
取
心
と
す
る
も
の
广
女
子
を
中
心
と
す
る
も
の
ハ
不
熟
練
勞
動 

と
熟
練
勞
働
、
專
業
と
簸
業
の
別
等
が
あ
る
.
0 

.
ま
た
地
域
集
中
と
分
散
の
別
、
大
都
市
ど
地
方
、
，農
村
の
別
、
或
い
比
經
營
と
し
て
問
屋 

:や
付
介
人
と
の
關
係
丨
從
風
性
の
程
度
.
相
違
等
々
が
問
題
と
な
る
0 

.不
熟
練
勞
働
の
中
，に
も
婦
女
子
中
心
の
も
の(

こ
れ
が
一
般
的
だ 

P

と
男
子
中
心
の
.
.も
の
や
、
都
市
の
内
職
的
の
も
.の
.

f
、.

農
村
の
副
業
的
な
も
の
'等
が
あ
り
、
都
市
内
職
に
も
サ7

フ
リ
ー
.マ
ン
、
勞
级 

#
、、
小
商
人
.等
の
家
庭
の
違
い
が
あ
る

ノ
熟
練
勞
働
の
中
に
も
'或
.程
度
.の
熟
練
.で
.足
り
る
も
の
キ
長
年
月
の
.熟
練
を
要
し
手
.エ
業
親
卞 

•制
的
な
も
の
も
あ
る
。
後
笤
は
社
會
經
濟
的
に
は
今
日
.の
段
階
で
.は
昔
の
獨
立
.手
エ
業
で
は
な
く
資
本
制
家
时
勞
働
に
轉
化
し
て
い
る
も 

の
で
あ
る
が
、
親
方
•
職
人
の
ッ
ン
フ
ト
手
エ
業
者
的
性
賢
に
扫
_い
て
不
熟
練
家
內
勞
働
..と
は
區
別
さ
^
ぅ
る
0
: 

: 

か
か
る
分
類
で
そ
の
複
雜
多
樣
性
を
盤
理
じ
ぅ
る
も
の
で
ば
な
い
が
、
そ
れ
で
も
右
の
區
別
に
ょ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
勞
働
者
の
’意
！S 

• ^
度

の

違

い

や

、

組

織

化

の

難

易

等

を

考

|

恶
準
に
は
な
る
。
.大
エ
業
勞
働
者
の
運
動
.^
中
小
エ
業
勞
働
者
が
制
約
す
る
の
と
同
じ
ょ 

ぅ
に
ノ
中
小
エ
業
勞
働
者
の
中
..
^
'も
エ
場
勞
働
は
大
エ
業
勞
働
に
近
く
、
と
れ
を
お
く
れ
た
策
內
勞
働
が
制
約
す
を
關
係
に
あ
.り
、
ま
そ 

ー
«
家
內
赞
働
と
ッ
ン
フ
，.ト
親
方
的
手
工
業
者
で
^
意
識
も
組
織
の
仕
方
も
異
：る
0
.經
營
と
-L
;
て
の
，獨
立
性
、
從
屬
#f

の
程
度
は
ま
た
、
：

家
內
勞
働
者
.の
.も
ダ
ニ
重
性
>
:郎
ち
獨
贫
小
營
業
的
蔥
識'と「

事
實
吐
の
贊
及
働
者」

と
し
て
の
意
識
め
比
重0
上 

織
化
の
雜
易
に
も
和
違
が
生
ず
る0
..
地
域
的
に
集
啉
せ
る
も.の
.が
分
散
せ
る
.も
.の
1-
り
も
團
結
し
易
.い
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い
。

(

5

.
以
上
の
分
類
は
エ
業
生
產
形
態
0
發
展
段
階
か
.ら
系
統
づ
.け
へ
る
と
理
«

に
.便
利
で
.
.あ
.る
0 

.
卽
ち
.手
.了
業
、
小
營
業(

家
內
勞
働
’ 

.も
含
.む〕

マ
一
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
ッ
エ
場
エ
業
の
进
典
的
發
展
段
階
に
應
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
生
產
形
態
及
び
勞
働
形
-^
に
相
當
す
る
も
の 

.

.
X
I

中
ト
工
業
と 

ー
^
し
ゼ
呼
ザ
れ
る
も
の
^
中
に
殘
存
し
て
い
る
。
殘
孩
と
い
^
の
み
な
..ら
ず
、
ょ
り
高
次
段
階
に
低
次
形
態
の
も
の 

が
洱
坐
產
さ
れ
て
い
る

場
合
も
多
い
。

,

V
.'
:

.

--
.

-

/

;

■

; ;
'

'

-

こ
の
場
合
注
意
す
べ
.き
こ
と
は
、
各
個
別
經
營
に
、お
け
る
各
段
.階
に
應
^'
-
る
生
產
形
態
と
、
.資
本
主
義
金
體
と
し
て
费
展
段
階
と
を
混 

同
し
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
小
營
業
段
階
末
期
の
象
內
工
業
と
大
工
*
段
喈
に
お
け
る
家
肉
勞
働
と
は
形
態
せ
似
て)

る
が 

そ
の
，卞
質
は
全
く
興
る
。
同
じ
く
マ
-
ユ
フ

T

ク

チ
ユ
ア
段
階
に
お
け
.る
'マニー•

：，
ユ
，
フ
ヶ
¥
^
 ̂

フ
ァ 

ク
チ
ユ
ブ
と
は
木
質
的
に
異
り
、
，
大
芷
業
が
支
配
す
：る
段
.階

と

な

，れ

ば

、
：
.マ
.

11.

ュ
^;
:.ァ

そ

チ
.-
ァ
.も
家
內
1
5霉
も
多
か
れ
少
な
か
れ
大
エ 

業
の
外
業
部
と
し
て
、
值
接
か
、
.叉
は
仲
質
^ '
を
：介
^
し
て
間
接
に
從
属
せ
.し
め
ら
れ
、
か 

'
.る
從
、屬

關

係

に

立

た

ぬ

も

の

で

も

大

エ

業 

:段
階
：の
資
本
主
翁
の
驗
下
祀
變
化
.ぜ
し
め
ら
れ
る
こ
士
\
な
る
タ
'

.
'

• •
.*

;

''■
■

:■ 

.

.

. 

' 

■ 

た
と
え
ば
マ
一
一
ユ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ア
妒
階
-の
マ
ー
ー
ユ
プ|

.

1
を
購
成
し
、
熟
練
勞
働
笤
の
救
儘
：を
資
本
が
完
全
.に
.家
配
ず
，る
.と
七
楨
出
來
な
.：か

つ

た

？̂
大
.

H

業
段
階
の
マ
二
ユ
：ブ
ァ
、ク

チ

ユ

ア

と 

な
る
と
熟
練
^
働
の
代
り
に
エ
程
の
あ
ち
ら
と
ち
ら
に
機
械
が
導
入
^
れ
、)

不
熟
練
男
子
勞
働
;̂
婦
人
兒
童
勞
働
が
成
％
熟
練
男
子
勞
- # 

に
と
つ
て
代
り
劣
惡
な
勞
働
條
件
‘が
友
酿
的
と
な
る
。
家
內
^
業
も
小
營
業
段
階
の
そ
れ
ゆ
收
**
的
な
.も
0

な
る
と
坐
產
物
の
價
値
は
大H

業
水
準
に
低
下
し
、
仲
介
人
の
中
間
縛
取
の
下
に
婦
女
子
•を
中
心
と
す
る
內
職
型
の
も
の
、
男
子
を
中
心 

，中
小H

滎
勞
働
の
甚
氺
_
題

~ 

- 

、
 

. 

. 

二 

一
 

(

H
七
五
？

,



H
田
學
會
雜
紘：

第
四
十
1
15-
-

多

六

躭

. 

ン
ニ
.

a

i
八〕

と
す
る
^<

型

の

も

の

，
、

何

れ

も

小

營

業

段

階

に

お

け

る

取

情

と

は

一

變

す

ん

。

い

わ

ゆ

る

「

苦

汗

努

働

」
「

チ

ー

プ

ノ

レ

5 

こ
れ
ら
.の
1
般
的
現
象
と
な
る
0

, 

.■.

.
 

.•■

.

.■:

.
: 

: 

:.

.

-

,

逛
に
今
H
は
旣
£
獨
占
資
木
主
義
の
米
期
爵
でt

、
お
Xれ

：：

て
ル
場H

業

形

態

暴 

. 

•本
と
し
て
の
獨
觉
性
を
：省
ち
得
ず
、

I

多
.加
：れ
少
な
如
れ
金|

本
次
@3
.の
影
^

に
^
か
れ
て
,
、從
|

を
も
だ
き
れ
て
や
％
.'
'
. 

.
.:
■

S

D

 

.•わ
がS

小
H

0

-'
f
i
fの
特
臂
核
、/ 

H

馨

働

一

般

_

::
<

:

れ
た
側
面
.を
：
形
成
し
て
領
る
。
t '

れ
は
日

本

產

業

鞲

造

の
■

を 

反

, |
し
て
' 
翳

塞

盤

.と
次
る
.年
封
建
性
と
獨
■

案

配

の

'兩
茼
ょ

{

■

さ

れ

てv >
^
^

3
:
)

第
：プ 

’

ぅ
こ
と
、
並
び
に
屢
傭
關
係
の
中H.
封
建
的
■

分

鱉

て

い

I

い
ぅ
f

 

I

つ
て
、

「

特
質
f

 

:

「

i

霊

味

■

け
る
自
由」
な
勞
働
カ
.の

徽

翁
 ̂

'
.

ン
; ^
働
||
!
]題
_
究
、，昭
和
ニ
.四
牢
三
:.
)
-
]
.
號
參
照
.:
.
'以
.下
の
(-
1
)(2
)
項
に
つ
：
；
^
 

パ

：
.

：
.
.'
:
,

⑷

從
來
I

霸

な

寄
|

畜

S

I

I

配

ゼ

い

|

|

、
‘

が

國

農

業

農
 

,

解

は

賓

農

層

な

上

寄

し

、？
貧
農
•
半
.プ
.只
S

 

'
の

養

金

條

|

羽

'-
;
|
1し
た
。
.著

資

.素

義

そ

れ

自

體

の

：も

っ

質

金

.を

勞

_

の

壓

力

のI

著

し
S

丨

ブ
•
レ
i

i

普

遍

化

し

：た

-
ロ

に

迤

ぃ

て

、

某

の':

「

家

父

長

的

家

族

制

度

J
;

皋

續

.せ

レ

め

ら

れ

身

「

I

免H
的」

：
彦
 

•

• 

-
, 

'
. 

, 

• 

.. 

-

る
。
兼
業
農
家
‘
貧
齋
は
，僅

か

の

甶

畑

ゃ

家

屋

0
所

有

ル

a
s

—
—

IW
—

S
W

M
a

—
j—

は
貨
借
と
い
う
こ
と
に
執
箫
し
て
、
.こ
机
を
手
離
す
こ
.と
が
出
來
ず
、
か
れ
の
小
所
布
者
.

(

小
ブ
ル
件〕
的
誇
り
は
、
か
れ
を
か
^
つ
て
純
I 

‘
プ
W
レ

タ

リ

ア

以

下

の

み

：じ

め

な

、

ひ

^

い
搾
取
に
對
し
て
#
カ
な
も
：の
と
.1>
て
い
备
と
^
う
事
情
は
、
.
多
く
の
農
村
家
內
勞
働
や
张
計 

補
宠
の
出
稼
勞
働
、.
.女H

や
農
村
出
の
.
ー.
.般
«.
勞
働
に
つ
^
て
も
^
い
う
る
と
こ
ろ
ヤ
あ
る
。
'\
.

■
.

*

 

. 

-

 

.

.

.

.

こ
.

-

.

-

 

• 

-

 

«

 

.

.

農
地
改
革
が
行
わ
れ
た
今
0
に
お
い
：て
も
改
革
の
..實
赁
.は
頗
る
不
徹
底
で
，お
り
、
寄
生
地
主
の
壓
カ
は
一
應
な
.く
な
つ
た
と
い
う
で
と 

(

が
出
来
て
も
種
々
'な
形
で
半
封
建
性
は
殘
存
し
て
居
を
。
興
に
，低
米
價
供
出
と
重
税
と
が
大
き
な
壓
カ
と
し
て
加
わ
り
こ
.れ
に
戰
後
の
過 

剩

人

ロ

の

農

村

，へ
、

>の
押
し
込
.み
が
苋
に
加
わ
.つ
て
、
芫
來
自
作
農
創
設
型
に
.ぬ
，つ
.た

農

地

改

苹

の

結

粜

と

し

て

.の

..零
細
農
業
經
營
を
益
々， 

零
細
化
ず
る
倾
向
に
あ
る
。
昭
和
一
.六

年

內

地

農

家

ー

戶

當

り

平

均

耕

：地

.商
聩
汍
反
三
献
：で
あ
つ
た
も
の
が
、
昭
和一

f

四
年
^
は
七
：反

1 

畝
に
減
少
し
、：I

町
求
滿
の
.貧
農
層
は
■全
黻
の
七
六
^
に
達
し
て
，い
^

如

\
る
條
件
下
に
お
い
て
ゆ
寄
生
地
主
の
壓
カ
が
除
か
れ
た
と 

.し
て
も
右
象
f

篇

|

.
な
い
。
.

|「

日
本
讓
構
造
と
中
小
|

芸
び
へ
の
^

^

^

へ

'

、

.

匕
.の
こ
•と
は

貧
農
，に
限
ら
ず
、

小
さ
^ '

仕
事
場
と
住
居
に
加
じ
り
つ
い
て

>

る
親
方
的
小
經
營
や
家
內

.エ
業
.に
つ
い
て
も
い
い
う
る
と 

.
と
で
あ
り
、
そ
の

他
小
商
人
や

小
：漁
業

等
々
の
、

日
本
私
廣
汎
に
存
す
る
零
細
生
業
に

'つ
い
て
一
般
に
い
い
う
る
こ

'
と

で
.あ
つ
て
、
更
に 

•t

>
ろ
く
は

中
小
エ

業
勞
働

，の

み

な

ら

ず
"

中
小
工

場

在
_

身
に
つ
い
て
も

_
_

_

た
と
.え
ば
自
已
の
生
活
を

極
度
に

双

,!
)
'
-
つ

め

て

れm
に
W

.
 

え
、
本
業
以
外
の
色

々

象
面

に

補
充
：を

求

め

る.
黠
1

多
.か
.れ
.少
な
加
れ
.見
ら
れ
る
傾
向
で
.あ
る
。:

.
'
:
.

.

■

.,
.

'

と
の
場
合
、
：

「

本
業
で
は
喰
え
ぬ
.

」

.と
い
う
.

「

發
業
性」

'或
い
ぼ
、
家
族
が
皆
働
く
と
い
うf

家
族
勞
働
性」

が
特
色
で
あ

る

。

釔
㈥ 

:

勞
働
形
態
存
續
の
條
件
の
.
--
*'
つ
は
家
族
勞
働
の
完
然
燃
燒
に
よ
り
、

一
人
常
り
：の
賃
金
は
エ
撟
よ
9
は
少
い
..が
、
妻
や
子
供
ま
で
働
け
る
.
. 

■■
か
ら
、
.結
見
主
人
1
-A
の
近
代
的
勞
賃
よ
り
も
家
内
.勞
働
經
營
の
'總
收
入
の
方
形
よ
り
#
い
と
い 

こ
.の
.點

.:

は

農

業

の

：家

族

壩

細

經

營

と

共

通

じ

：て

い

，る
。
：

.

(

堀
沈
英
1:「

近
代
産
業
史
硏
究」

._
.

セ
.七
.頁
參
.照)

C
 

V 

‘

.

-

.

.
;

.

.

.

 

•
-

 

--
:

 

'

•

,

中
小H

業
勞
働
の
战
本
ni
l
翅 

, 

:

1

H

0
1七
七
？



1ニ
田
學
會
鲱
誌
~

笫
四
十
ー
ー
ー
卷
笫
六
騄

 

5 

、
 

二

四

0
1
1七
八〕

、

更
に
男H

に
比
し
て
、
女
工
の
相
對
的
比
重
が
高
く
、
且
つ
婚
期
前
の
數
年
間
を
出
稼
ぎ
す
る
農
家
の
未
成
年
子
女
が
_
倒
的
に
多 

い
b
..
'從
づ
文
ま
た
經
驗
难
數
が
短
く
移
動
率
が
高
^

:
犬
.
X業
^

こ
：d
Kl
比

し

.て

中

小

機

業 

等
.は
同
.じ
女
工
で
も
低
い
#
件
や
も
.の
が
多
く
、
.大
3:
:^
の
，
お

餘

り

を

寒

め
.て
>
る
感
が
あ
リ
、
.ー.般
に
中
小
3:
業

勞

働

に

は

_、
中

途

半 

.端
の
勞
働
カ
や
婦
人
、
少
苹
兒
童
、
老
.人
等
の
劣
弱
な
一
勞
働
力
が
多
い
。

.

.

.

,

ゾ

:

.

.

⑵

雇
傭
關
係
の

.

中
：に
殘
存
す
る
身
分
的
從
屬
關
係
は
、
家
內
勞
働
特
に
家
族
勞
働
の
場
合
は
，家
族
制
度
の
家
父
長
制
が
勞
働
關
係
に 

導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
雇
懷
關
係
の
..
«
合
£
は
华
封
建
的
契
約
の
性
質
の
殘
稃
と
，じ
て
規
わ
れ
て
い
る
。
町
工
場
，の
主
人
が
萬
能
的
熟
練 

を
身
分
的
財
産
と
し
て
現
わ
れ
.る
場
合
に
は
、
•
'職
人
.や

徒

弟

に

對

す

：る

ッ

ジ

.フ
ト
親
方
的
吏
配
關
係
の
殘
蒂
が
强
く
、
鑄
物
X
や
お
召
し

-

 

-

-

*

 

-

 

r

 
.

-

 

.

 

.

の
機
ご
し
，ら
ぇH

等
に
は
移
動
的
な
ッ
ン
フ
.
.ト
職
人
的
殘
稃
が
見
ら
れ
、
地
方
の
'織
物
や
醸
造
そ
の
他
の
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
や
中

 ̂

X
場
に
.お
い
て
は
弛
主
'と
小
作
人：

の
關
係
を
反
映
し
た
主
從
的
關
保
の
色
が
濃
K

中
小
工
場
に
ぉ
い
て
は「

企
業
一
家
い
'の
考
ぇ
方
が 

强
く
、

：

■:こ

れ

ら

，が

多

か

れ

少

な

か

れ

家

父

.長
的
家
族
制
度
の
.擬
制
的
概
念
の
粉
饊
を
も
つ
て
い
る
。
女
中
、
徒
弟
ノ
丁
雅
小
僧
ギ
の
奉
公 

:

|
約
か
.ら

議

女

H
:

の

屢

契

約

S

I

で
、

雇
主
の
ニ

 

I

I

に
.依
f

 
I

f
重

_

ま
り
雇
主
と
雇
傭
者
の
權
利
.
•義
務
關
係
が
双
務
的
で
な
く>
且
：，つ
量
的
に
不
確
定
で
マ
'
主

人

の

猶

利

と

雇

人

の

義

務

の

限

界

が

あ

い

ま

い
で
.あ
り
且
つ
主
入
の
義
務
は
主
人
の
恣
意
に
依
存
し
、
»
人
の
嵇
利
も
主
.入
の
お
許
し
に
依
存
す
る
と
.い
ぅ
こ
と
が
封
.建
的
契
約Q

 

^

.

 

•

.

 

.

.

. 

-

尊

 
1

°

' 

.
パ

.
V
.
.
,
. 

- 

へ
：
？

;'
V

.

'
 

■ 
•

:

:

^
 

Xる
半
封
難
性
.の
.殘
挤5

、

m

CO
-
從
屬
關
係
を
强
め
て
勞
働
者
間
の
横
の
組
合
結
合
を
阻
み
、
紙
合
が
作
ら
れ
た
と
し
て
も
上
か
ら 

’&修
用
組
令
が
多
く
、
且
つ
努
働
漭
間
に
身
分
的
關
係
を
.也
じ
、
.勞
(1
ボ
，
ス

を

多

く

發

生
.せ
.し

め

て

い.る
。

:

::'
.
-
|汸

中

小
-0
:
業

の

小

規̂

#
、.
.分

散

孤

立

性

、.その
努
働
形
勝
：の：前

等

が

.'
か
A
る
.勞

働

灘

係

：の
；
お

く

れ

.だ

性

質

を

存

辍

，せ

し

‘
め

.

る
一
條
件
と
も
な
つ
て
い
る
ノ
 

. 

.,.

.

v

_
こ
.の
半
卦
建
性$

、
ん
小
資
本
が
大
資
本
の
從
屬
支
酿
夂
甘
ん
じ
て
そ
の
：.上
.が
ら
へ
の
童
画
を
下
ぺ
，

&

す
る
契
機
4
な
づ
^

.資

本

ぬ

か\
る
亂
か
^
も
を
の
支
配
と
收
奪
.の
：條
#'
と

し

て

守

卦

建

性

を

利

用

し

で

：い
：る

0
け
で
あ
.を
。：

か
:<
し
で
低
賃
金
、
長
勞
働
峙 

間
、
低
年
産
性
と
い
ぅ
絕
對
，的
剩
餘
價
値
追
求
に
重
心
，を
お
<-
.中
小
ェ
業
©_停
滯
的
糨
造
的
矛
盾
を
生
む
重
要
原
因
の
一
っ
を
な
し
て
い

.

.

.る

の

.
-
で

あ

る

 

0
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•
 

:
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髮
本
主
義
め
.ー
般
的
危
機」

；と
呼
ば
れ
る
今
日
の.獨

占

資

本

主

義

；に

扭
^
で
ぱ
、
賃
金
は
勞
働
力.の
價
値
ど
こ
ろ
如
、.遙
か
に
低
く 

低
下
せ
し
め
ら
れ
る0
'こ
れ
に
對
す
.る
勞
働
階
紙
の
反
抗
を
脚
克
、
.：分
散
^
せ
？

:ェ
證
働
の
持
質
を
刹
用1 >

て
い
る
。
' 耐
艺
に
甘
ん
ず
る
國
民
性
と
：如
 
>
國
民
生
活
0
簡

易

性

と

か

：、
..失

業

が

何

虡

令

に

吸

收

名

れ

ズ

レ 

.ま
ぅ
本
思
議
なS

柄
と
.か
い
わ
れ
で
來
た̂

^
的
美
饊
の
规
實
的#|
造
は
ま
？
に.か
\
,
も
0
で
あ
：っ
た.の
で
あ.る
。.
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.
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わ
が
_
で
小
ェ
業
問
題
だ
け
で
な
く
、「

中」

小
ェ
業
問
題
が
登
場
し
，て
來
た
の
は
谘
ー
次
大
戰
期
以
降
で
あ
る
が
、

中
小
工
業
の 

「

中」

は
工
場
工
業
で
扣
り
、
明
治
中
期
の
産
業
革
命
期
に
小
工
業
及
び
マ
一
一
ュ

フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

形
態
に
あ
っ
た
も
の
が
、

こ
の

時
期
に 

m
動
力
の
普
及
と
機
械
設
備
の
導
入
と
に
ょ
っ
て
漸
く
工
場h

業
の
形
態
を
盤
え
る
に
至
っ
た
時
、
导
く
も
上
か
ふ
の
特
權
的
大
資
木
の 

_
發
展
は
金
融
資
本
に
成
長
し
：、
.を
の
獨
占
的
壓
カ
疗
下
に
: ^

れ
ち
ェ
場H:

業
は
.獨
立
化
の
條
怦
を
失
い 

'
.從
1

- #

に
お
か
れ
る
に
蚕
っ 

■'
■
■た
、
^
分
ぅ
旗
情
の
沖
に
'

「

中」

江
識
の
«
蘧
が
あ
る
の
で
あ
名
.
,°
小
|
-
1裼
や
家
內
勞
猶
は
多
く
問
屋
や
#
介
人
の
支
配
下
^

時
に
は 

:
:
:
幾

鼠

も

め

玄

配

、
從

風

絹

係

に

#

^
て
へ
い
：る.が
、
：問
犀
や
：仲
介
人



.
n
m

學

會

雜

誌

第

四

十

三

卷

第

六

號.

‘
：

• 

'

て
、

Q
i八€

0

 

. 

係
は
な
く
と
も
總
構
锆
的
に
見
れ
ば
、
何
等
か
の
支
配
的
影
'#
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

.

 

.

■

丨

 

中
小H
業
間
題
の
4
質
は
獨
占
資
本
の
中
小
資
木
杧
對
す
る
(-
)
集
中
、
壓
倒
と
！}
從

風

支

配

關

係

に

あ

り

、

こ

れ

を

通

じ

て

勒

’占

資 

ホ

が
.

i

中
小
資
本
を
收
奪
し
、u

中
小
資
本
の
下
に
あ
る
勞
働
溝
を
間
接
的
に
搾
取
す
る
こ
と
に
あ
る
。
獨
占
資
^
は
已
れ
C
處

す

る 

ふ

廣

本

に

對

1
^
.
は

、
；
中

小

資

本

_が

勞
 

係

に

，立

つ

中
-/
]
>';
«
本
棘
と
れ
を
：壓
；朝
1>
て
そ
-.
.
6零
刺
な
蓄
積
を
自
已
§:手
に
集
ホ
.ず
る
動
き
を
す
る
も
の
で
あ
 ̂

V

 

- 

〈

第
一j

次
大
«

■
©

中
小
.

H
業
間
題
は
、
右
の
關
傲
が
齊
々
噩
的
.ど
取
!)
-
、—

C

の
意
味
は
^

:

文̂
亂
‘
.從

屬

と

い

ぅ

ょ

り

も

總
_

■，
..•
媸

胸

支

配.の

組

織

化̂

い

ぅ

意

味

で
あ
る
；--

國

際

的

と^ :
つ

た

と

と

：ろ.に

特

質

が

あ

る

。

卽

ち
.金

融

資

本：
S

’
業
资
本.の結合せるもの於

.國
家
權
力
.と
.織

合

て

儺

用

す

る

國

家

獨

占

資

私

主

義

に

發

展

し

』

か 

ら
、‘：右
の
集
中
と
從
風
の
關
係
は
、
國
家
機
權
免
動
員
し
て
組
織
的
忙
行
わ
れ
る
こ
.と

と

な

つ

た

。

從

つ

て

獨

占

資

本

と

直

^

^

，

系

に 

立

つ

：も
の.の

み

な&

f

>

.
一.見
何
等
の
關
係
な
き
'も
の
と
思
わ
れ
各
領
肩
窜
で
、
.へ
國
家
M-
政
.、
.
ィ

ン

フ

.
レ

又

：

は

デ

プ

ー政
策

、

金
融
政
.
. 

策
、
統
制
と
自
由
と
の
使
い
分
妙
、？
價
格
政
策
奪
を
韻
じ
.て
.、
：獨
占
資
本
に
收
奪
.§
れ
る
と
と
と
な
.つ
て
.い
る
。
.

■'

:

'.
:
. 
.

 

•

.

規
に
咋
苹
來
の
：デ
フ
レ
政
策
と
呼
咏
れ
る
政
策
體
系
は
フ
低
臂
金
ハ
へ
低
沐
價
の
釘
付
で
’
馨
踏
級
と
農
民
の
生
活
水
準
を
限
界
阽
て 

お
し
下
げ
、
働
勞
|
?
.、.
.中
.小
企
業
.、
；
農

民

加

ら.の
徵
税
で
國
偾
償
還
一
^
本
蓄
積
を
行
い
、
^
れ
を
銀
行
の
貸
付
資
本
に
轉
化
レ
、
と
れ 

を
主
と
1>

て
獨
占
‘企
業
の
.合
理
他
資
金
に
換
ず
务
:i
い
ぅ
仕
組
の
も
の
で
^
つ
た
。
他
方
、
，統
制
撤
廢
で
、
銀
行
と
結
び
つ
く
®
占
企
業 

と
金
•融
バ
ッ
ク
总
き
中
小
企
業
を
競
淨
さ
せ
て
生
蓖
集
中
を
實
現
し
'、
補
給
金
撤
腻
で
石
炭
、
鐵
鋼
、
.電
力
、
.肥
料
其
他
の
.獨
占
原
料
價
. 

格
を
crh
り
上
げ1

大
衆
の
低
, ^
入

の

た

め

に

暴

落

す

：る

.消
費
財
の
生
産
者
た」

る
中
小
企
業
.に
.、「

原
料
高
，
製
品
安」

の
價
格
シ
ユ
ー
レ 

め
負
檐
を
負
わ
'せ
.、
.

に̂
こ
れ
を
中
小
企
業
勞
働
考
に
肩
稼
.せ
し
め
る
。，
で
ぅ
し
て
.勞
働
者
、
農
民
、
.中
小
業
者
の
.負
镥
.に
お
V

U
、
骑

.

...+• 

- 

- 

. 

.

.

.
'
-
• 

. 

' 

r 

..... 

... 

.. 

. 

- 

; 

- 

. 

. 

/

占\
l

業
の
a
'.
^

T
?节
積
x
r
_ 

A
u
%
化
を<

,^
つ
<
,

娶
外
fi
i
f'
力

を

囘

復

せ

；し

め
-ん
と
す
る
.の
..で
あ
る
。
こ
の
政
聚
は
人
民
層
.を
窮
乏
と

半
失
嚷
の 

狀
態
に
お
き
、

.大
工
.業
勞
働
者
を
農
村
の
潜
在
的
過
剩
人
口
や
家
内
勞
働
、
.中
小
エ
.業
の
停
跟
的
過
>剩

人

ロ

の

絕

ぇ

.ざ

る

競

爭

の

下

に

お 

く
こ
と
に
：よ
つ
て
極
彼
の
低
貨
金
條
件
を
作
り
出
し
、'.
國
內
市
場
を
狹
め
、
.文

字

通

り

.の

饑

餓

輸

出

を

倔

進

す

る

。

と

こ

ろ

e
、.

各
資
本 

'主I
f

國
が
多
か
れ
少
な
か
れj

n
.

じ
こ
と
を
や
つ
て
い
る
加
ら
、
國
際
競
爭
を
激
化
ふ
、
輸
出
不
振
と
世
界
恐
慌
を
深
1̂
化
す
る
方
向
を
迎 

り
つ
、
あ
つ
た
.
こ
、
に
朝
鮮
動
属
が
^
發
し
と
れ
を
契
櫸
と
し
て
.、
軍
擴
經
濟
.へ.の
5
5
と̂
.い
ぅ
非
常
的
耍
因
に
よ
つ
^

.M
手
市
場 

.を

.賣
手
市
場
に
轉
ぜ
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
；て
/
1時
的
均
衡
を
囘
復
せ
ん
>'
'
'し
て
い
る
の
で
あ
る
0;
:

:

.

.

.わ
が
國
に
と
づ
て
か
X
る
，外
部
變
化
が
及
ぼ
す
影
響
の
最
も
重
要
な
問
題
は
原
料
輸
人
困
難
と
輸
入
原
料
高
で
あ
づ
て

.、原
»

高

|
製

 

W
安
の
矛
盾
を
.つ
ぶ
：さ
に
味
ぅ
こ
.と
_が
懸
念
さ
れ
る
。
特
需
景
氣
をg

.

歌
し
て
い
る
時
で
は
な
く
、
.む
し
ろ
前
記
の
.如
き
產
業
SD
構
造
的 

矛
頂
を
反
^
づ
へ
音
^
で
'あ
る
。
，現
.に
.特
需
最
氣
の
反
.面
、

ま

ず

第
;
に

注

自

.^
れ
る
と
と
ば
こ
れ
を
契
機
と
..し
？
突

貫

.^
業
が
复
^

.

し
、
勞
|

準
法
0
空
文
化
が
心
配
§
れ
、
努
働
强
化
、
勞
働
時
軋
诞
長
.が
.び
ろ
が
^
^
.
，
.勞

餘

條

件

の

低

下

が

も

た

ち

さ

れ

て

い

る

こ

と 

で
あ
る
,0
,特
に
特
需
の
.

一

時
性
を
理
由
と
し
.て
臨
時
エ
が
激
增
し
て
い
る
。
、勞
相
は
特
需
景
氣
.の
屈
傭
効
|

低
い
と
報
吿
し
て
い
る
そ 

ぅ
.で
あ
：る
が
？
賃
金
枕
ス
ト
ッ
ブ
狀
態
で
物
價
は
上
り
.、
勞
働
面
に
と
.つ
て
，の
プ
ニ
フ
ス
は
餘
^
>
見

ら

れ

な

ハ

。

/

.

;

第U
H

- #
需

案

期

を

春

，
首

遲

監

。へ
'ナ
ル
.
3

獨
占
的
大
<

_
に
集
f

る
傾
向
が
：著
し
く
、'：大
企
業
_

も

優

雪

敗

が
 ̂

B
：

下
ff
-
に
動
員
さ
れ
る
方
向 

に
あ
る
。
.分
野
に
よ
‘つ
て
は
大
企
業
が
特
需
に
芽..

t

界

在

つ
^
来
め
中
小
企
業
が
國
肉
需
要
に
代
つ
て
ぎ
出
し
て
ぃ
.る
，幸
運
：な
例
も
時 

，遣

あ

る

が

、I

•般
._
に
せ
、.
.集
中
■

占
資
本
の
制
^
:
:
下
請
系
列
低
の
傾
向
が
著
し
い
。

)

特|§

の
民
需
歷
迫
の̂

め
の

一
民
^

^

係

中

ぐ
小
' &
業

は

隹

原
;-
«
'高
_

豐

、
：金
詰
^

着

入

手

靡

加

ゃ
^

_
 

■

し
ん
で
い
：る

。

-「

ン：y

'.

C 

.

..
'
:■ン
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一

八

0
1
1八
5

農
業
に
つ
い
て
は
、
輸
入
食
糨
補
給
金
削
減
の
關
係
か
ら
供
出
價
袼
の
引
上
げ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ど
の
程
度
で
木
極

• 

■ 

* 

, 

• 

. 

* 

»
•
»
.
.
' 

. 

..... 

•

-

1)
-
-
-
と
な
る
ギ
^-
疑
問
で
あ
り
、
.政
庥
案
.
 ̂

工
.
1 > 
は
.益
々
大
き
く
な
る
傾
向
に
.

V.
.
'
.
.
' 

• 

. 

• 

: 

' 

•、
 

• 

•

，あ
る
*0
農
業
經
營
は
湓
々
零
細
化
し
、.
農
業
生
產
カ
の
向
.上
を
公
.共
土
，木
事
業
豫
箅
で
計
る
方
針
と
い
わ
れ
る
が
現
狀
を
以
て
し
て
は
そ

■

.

.

.

■

.

.

• 

.. 

- 

..
ぐ
.

ノ
 

..

.

'

.1の

.生
產
カ
.，の
維
持
.が
.也
來
れ
ば
ょ
.；い
..と

い
:5
と
...
こ
ろ
で
：あ
ろ
う
-°
. 

.

■:
'
..戰
後
の
日
本
經
濟
の
幽
際
的
地
位
自
體
が
、
1國
際
獨
占
資
本
に
對
ナ
る
中
‘小
企
業
の
立
#
と
同
じ
名
の
が
.あ
る
。

中
小
資
本
は
上
か

ら 

ヽ
の
壓
カ
钇
つ
ね
に
下
へ
轉
稼
す
る
'。
\
わ
.が
、國
.の
獨
占
資
本
ば
外
部
の
資
本
カ
に
從
屬
結
合
し
乍
ら
、
そ
.の
氣
擔
を
國
內
の
非
獨
占
資
^

~
 

中
水
資
本
に
轉
稼
す
る
。
.
.そ
办
仕
組
が
右
に
述
今
^
政
策
體
系
な
ガ
で
あ
る
。
中
小
資
本
が
上
..か
ら
の
A
擔
を
，T

へ
轉
稼
し
う
る
の
せ
、
 

中
小H

業
勞
働
者
が
.、
.意

識

程

春

く

、
意

的

で

、
無

盤

,
;照
應
ず
る
お
く
れ
.た
也
產
形
.態
が
、
.：
低

意

輯

、
、
低

組

織

の

_

盤

と

な

つ

.'て

い
る
。.

：

旣
忙
述
べ
た
榇
に
資
ホ
主
義
の
進
化
は
.
一
方
で
は
、
か

.

 

.

.

.

 

.

.

.

.
-

，

.

バ

ン

.'.:...... 

.......
 

•:
 

•

へ，-
^
.る^
.べ
れ
た
.も
^
を
.絕
.ぇ
^
分
« -
し
て
行
：乂
.作
用
.を
..も
.つ
も
の
で
_.あ
る
が
、
.資
本
は
一
.
.面
に
お
■い
て
は
か
i
る
^
く
れ
た
關
係
を
、
' そ

の
.高
率
禅
取
を
安
易
に
つ
ず
け
る
條
件
と
し
て
、
■抓
用
し
う
る
眼
り
こ
れ
あ
温
存
し
ょ
う
と
す
：る
。'

獨
占
資
本
は
特
に
然
り
で
あ
る
。
中

■

.

.

. 

*' 

•

•

.

•

-

.
 

•
• 

,
•

小
企
業
の
勞
働
者
が
封
建
'性
を
拂
拭
し
、
办
ざ
め
、
，画
結
し
て
、
.
中
小
工
業
.を
民
主
化
し
組
織
化
す
る
な
ら
ば
、
中
小
企
業
家
は
上
か
ら

-■ 

• 

• 

• 

• 

. 

■ 

.
 

.
 

.
 

. 

. 

•

:の
負
擔
を
下
/
轉
稼
出
來
な
ぐ
な
!)
*
、
.む
し
ろ
上
，か
ら
へ
の
收
奪
.に
抵
抗
す
る
方
向
に
向
わ
ね
ば
生
き
.て
行
か
れ
な
く
な
る
。
同
じ
く
、
國

. 

.

.

. 

' 

- 

* 

•- 

.

.

. 

• 

• 

• 

.

内

の

：政

治

經f

民
I

s

力
が
强
化
さ
れ〜

ば
、
I

こ
士
\
散
る
0
:'
こ
の
機
に
、
中
小
企
業
勞
働
問
題
は
田
本
經
濟
の
自
立
化
と
_も
つ
：な
.が
つ
て
.い
る
..の
で
あ
る
'°
, 
: 

. 

•

.... 

.

.

. 

• 

• 

• 

• 

• 

. 

. 

• 

< 

•

• 

• 

•■，
.
.
. 

*

■

‘
 

C

D

V戰
後
の
産
業
構
造
と
中
小
工
業

I
'

.

.

.'&

.J
:
o
:如
く
^
小H.

業
©.
領
域
に
^

-い
て
社
、.：，勞
饊
撒
.令
法
^
勢
働
邀
準
#
も
，，1--
,^:
:の
'空
文
.に
化
し
ク
1

»
彬
间
€
と
並
らp

 

年

小H

業

問

題

は

：：
い

わ

ぼ

H

*

産
業
構
造
に
#
ナ
る
！#

.v
s
大
.ぎ
な
洞
穴
で
：あ
.つ
て
：、
七
九
弛
紀
後
半
英
國
で
玉
場
立
法
が
展
開
レ
た
時
へ 

资
本
は
絕
え
ず
マ
一
一
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
や
家
闪
^
働
の
お
く
れ
た
张
產
形
藤
の
领
域
に
穴
を
^
出
し
て
苛
酷
な
搾
取
を
行
つ
た
と
い
わ
れ 

.る
、
.：そ
0'
1
穴」

.に

.ま

.さ
し
く
相
當
.レ
て
い
る
-0
大
’エ
業
の
失
業
者
は
農
村
に
潜
_
化
し
、
中
小H

業
に
獰
滯
化
し
て
、，
こ
の
穴
は一

般 

に
は
本
思
議
に
失
業
者
を
吸
い
込
む
.も
の
i

し

て

映

じ

、
，
こ
'
に
お
し
込
め
ら
れ
た
不
規
則
就
業
、
，極
端
な
低
賃
金
の
半
失
業
者
は
、
絕 

え
ず
大
エ
業
勞
働
考
の
競
爭
者
:-
>
豫
備
軍
と
し
て
大
工
.業
勞
働
條
件
を
壓
逍
す
る
存
耝
と
な
：る
。,

：

:

: 

■.•.
'

•

:
湔
記
の
獨
占
資
本
の
政
策
體
系
.の
1
忆
變
他
せ
し
め
ち
.れ
つ
X
あ
る
產業

！！

造
はr

少
數
の.

獨
占
的
犬
命
業
の
合
理
化
を
中
小
企
業
、
 

農
民
、
勞
働
客
の
犠
牲
に
お
い
て
强
行
す
る
結
果
、：
中
ル
エ
業
は
上
下
に
分
解
し
つ
\
も
大
部
分
は
益
々
零
細
化
し
、
.
1

極
端
な
例
を 

擧
げ
れ
ば
小
ユ
«
が
«
體
し
て
工
場
內
の
壮
辦
を
各
岜
エ
員
居
宅
で
符
つ
て
エ
場
で
組
立
て
る
と
い
.ラ
も
0-
も
あ
る
.

農
村
に
お
げ
る 

階
級
分
化
は
促
進
さ
れ
つ
X
も
富
農
へ
の
，上
响
は
頭
冇
ち
さ
れ
て
大
部
分
は
益
>
零
細
.化
し
、
.猶
く
少
數
の
、
設
備
を
觅
新
し
つ
-<あ
る 

瓦
火
企
業
と
益
々
贫
弱
化
し
つ
、
あ
る
零
細
經
營
の
大
群
と
の
：兩
極
.
.へ
の
分
解
を
婦
リ
.つ
V
あ
る
も
の
と
い
え
ょ
ぅ
。
.

「

一
將
功
成
つ
て
，

靡

枯

る

J

と
は
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
ヴ
か
0,
.獨
占
資
本
が
勞
働
階
級
•の
反
抗
を
.抑
え
、
そ
の
蓄
積
を
追
求
デ
る
運
動
法
規
は
粉
飾
を
取
り

.
 

-
:
 

* 

■
、

 

. 

•
■
. 

- 

- 

:
 

- 

. 

、
 

. 

:

■

-

■

■

■

■

 

■

-

.

.

.

.

.

除

け

，ば

か

く

の

如

き

も

の

で

あ

ろ

ぅ

，。

,

•: 

.

.

(

.

 

.
 

.

 

ノ 

ノ

か
i
る
倾
向
は
多
か
れ
少
な
.か
れ
今
ロ
の
佌
界
的
現
象
で
あ
？
、
今
次
大
.戰
.を
通
じ
て
整
理
せ
ら
れ
た
中
小
資
本
が
戰
後
一
時
復
活
し 

-W
び
沒
洛
せ
し
め
ら
れ
つ
V
あ
る
。
ア
メ
リ
オ
に
お
い
て
も
小
企
業
と
舀
作
農
民
の
，危
機
.が
'、
'ア
メ
.リ
ヵ
民
主
々
義
の
支
柱
の
危
機
と
し
.

)

'

 

... 

* 

' 

; 

.

.

.

. 

--.V 

1

.
•
.
、

,

.
-

て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
然
し
ネ
小
企
業
の
國
民
經
濟
の
上
に
占
め
る
經
濟
的
重
要
性
お
ょ
び
社
會
的
問
題
と
し
て
の
重
要
性
に
扫
い
て

.. 

.

.

.

.

 

■

.

.

」

、

-''
,

■

.•

 

■

 .

 

.

 

.

 

.

く，
.-:
 

:-

わ
が
國
の
极
合
は
、
ア
メ
リ
力
や
そ
.の
他
西
歐
K'
本
主
義
國
と
同
.一
に
論
：ず

る

こ

：と

a
出
來
な
い
。
わ
が
國
の
獨
占
資
本
は
、
軍
需
を
中 

•

中
小
工
業
勢
俲 

S
 本
間
題
.

へ
：
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,

、 

，'
.
1
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心
と
し
た
蜇
化
學
エ
業
、
特
に
悲
礎
少
產
財
部
門
と
廣
出
を
中
心
と
し
た
輕
工
業
、
特
に
紡
紱
邻
の
原
料
部
門
に
そ
の
主
力
を
集
中
し 

て
、
贫
困
な
大
衆
£
毀
の
|&
1
は
概
し
て
中
小
エ
業
に
委
せ
て
來
た
。
わ
れ
わ
れ
の
衣
食
住
を
考
え
て
も
そ
の
殆
ん
ど
が
零
細
な
農
業
や
織 

物
、
雜
貨
、
食
料
胳
等
の
中
小
エ
業
、
或
い
は
霜
細
な
木
材
、
建
築
業
等
に
依
孖
し
て
い
る
。
戰
爭
は
沿
費
財
部
門
を
益
々
縮
少
し
重
化 

.彤

土

業

に

蜇

黠

を

移

し

、
，
戰

後

も

そ

の

，構

成

は

和

變

ん

#
，

あ

る

。

生•産

財

が

沿

費

財

の

，た

.め
に
、
消
费
財
が
國
民
生
活
の
た
め
に
取
糜 

卜
さ
れ
ズ
、
：.擴
張
再
生
產
.が
國
民
生
庙
を
高
め
：る
と
^
う
_
造
散
ら
ば
.問
題
は
な
^
。"
獨
占
資
本
の
急
速
な
.蓄
積
の
た
ぬ
に
國
民
生
活
%
極 

:

貧
の
狀
態
に
お
き
、
そ
.の
た
め
.に
消
^

^

が
賣
れ
な
く
て
中
小
企
藥
が
崩
壞
し
.、
*

民
が
貧
困
で
肥
料
も
機
械
も
買
え
ず
、
重
化
學
X

自 

.於
國
內
の
*
路
を
.も

食

ず

、
：
輸

出

も

む

ず

.か
し
.い
と
い
う
.、
本
末
顚
倒
：の
狀
態
に
.な
つ
た
ら
、
折
角
國
民
を
犠
牲
に
し
て
資
本
擴
張
を
行 

，
つ
た
獨
占
的
重
化
學
工
業
は
何
處
に
販
路
を
.求

め

る

で

あ

ろ

う

か

。
，
重
：化

學

H

業
が
主
と
し
て
軍
需
に
向
•つ
た
過
去
の
愚
を
再S

繰
り
か 

え
さ
ね
ば
幸
で
あ
，る
。
匕
の
様
に
見
て
來
る
と
中
小
企
業
の
危
機
は
同
時
に
國
民
'生
活
の
危
機
で
あ
り
、
平
和
産
業
の
：危
機
で
あ
る
。

.
M
に
重
工
業
と
雖
も
、
.下

請

關

連

產

業

と

し

て

の

中

，小

.
H

業
は
大
企
業
の
、補
完
的
機
能
を
果
す
も
の
で
あ
り
、
紱
績
大
資
本
に
と
つ
て 

.
も
そ
の
高
次
加H

部
門C

織
'物
業 
>は
中
小
エ
業
で
私
つ
て
、
-獨
占
的
吠
企
業
は
產
業
糨
造
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
點
_に
あ
る
が
そ
の
.廣
汎
な

''

底邊
.：

は
，中
小H

業
が
構
成
し
て
い
る
。
禅
つ
て̂

!
の
如
き
兩
極
分
解
の
方
向
は
、
日
本
經
濟
全

；

體
と
し
て
、見
•れ
ば
そ
の
.基

盤

を

益

々
細

•

 
•

 

•

 

-

 

'

 

■

 

.

 

«
 

'

 
•

 

•

ら
せ
.て
行
く
と
と
：に
な
.る
。
獨
占
資
本
は
い
わ
ば
自
分
の
足
を
喰
う
章
魚
に
似
て
い
る
.0

ハ
拙
稿「

日
本
資
本
主
義
の
構
造
的
危
機」

新
經
濟
、

. 

C
E
y

 

.中
小
ェ
業
理
論
の
反
省
と
展
開
-'
,
.
.

.

!

中
小
.

H

業
i

の
解
決
.は

、
；
日

本

產

業
_
造
.の
.從

來
0
内

在

的

矛

盾0
鮮

狹

の

間

題.に

，
つ
：な

が

.
9

、.
'更
.に
は
日
本
資
本
主
義
の
搆
造
的

矛
1'
0
證

0
問
題
.と
關
連
し
.て
：い
%

-
'..

:
.
:
-

V

..
'
.
’
. 
二
 

,
>
.
-
,

,ぃ
\,
ノ 

.
'

: 

■ 

’

.

!

 ■

.

- 

-

•

•

•

•

•

•

•

•

•

•:
•

.
'.
. 

t
. 

. 

- 

.

.

.

.

. 

' 

,
• 

• 

* 

•

,
.從
;̂
の
：中

小

エ

業

理

論

や

對

策

は

、

概

ね

中

小

}
-

1

業
を
孤
立
し
.て
取
扱
い
、：
全
鞲
造
的
視
角
に
^'
い
て
把
む
努
カ
が
.足
り
な
か
ク
た
6

'

» 

. 

. 

.

.

■•
;

, 

. 

• 

. 

' 

. 

.

.

•

.

一

.
T

っ
：の
立
場
：は
獨
5
!資
本
茭
配
の
た
め
に
好
都
合
な
樣
に
冲
小
エ
業
を
合
理
化
す
る
ヒ
と
を
論
じ
、
他
め
立
場
は
中
^
企
業
主
或
い
は
中 

.

小
資
本
七
^
自
體
の
‘要
求
の
み
を
代
表
し
た
。
.中
小
企
業
間
題
.を
社
會
問
題
と
し
.て
取
上
げ
、
こ
れ
を
國
民
b
負
擔
に
お%

て
社
會
政
策 

.肩
に
救
濟
せ
ん
と
ず
る
考
え
方
は
古
く
か
ら
.ぁ
.る
，が
、
と
.れ
は
概
ね
獨
占
資
本
の
立
場
か
.ら
な
さ
れ
て
.い
.
.
^
:
.

自
營
li
t
勞
•の
小
經
營
を
.民
主
々
義
の
支
驻
左
考
え
、
獨
占
資
本
生
義
以
前
の
自
由
經
濟
.時
代
の
洱
來
を
求
め
石
幻
想
は
中
小
命
業
主
の
，
 

み
散
ら
ず
，、
.小
農
、
プ
チ
•
ブ
ル
を
共
通
.の
も
の
で
.ぁ
る
が
、
‘
d

に
乘
じ
て
獨
占
段
階
€>
斟
實
を
隱
蔽
し
> 

.

「

公
正
競
爭」

の
美
辭
を 

以
.て

.

.フ

.ザ

•
ス
ル
を
1^
惑
せ
し
^
る
.の
も
»
占
資
本
の
常
套
手
-^
で
ぁ
る
:'
°

- 

• 

;

.

.

.
«時
中
、'
中
小H

業
の
お
；>
れ
.た
.坐
產
形
態
や
、

ぞ4

勞
働
關
係
.の
_
封
建
性
が
問
題
.と
さ
れ
、
特
に
.そ
の
商
業
資
本
の
前
期
的
支
_ 

や
.、>
産
業
資
本
の
下
請
吏
配
關
係
：の
分
析
が
なW

れ
，
と
れ
ら
.の
抓V

れ
，.た
測
係
.や
從
鳳
■
係
を
拂
拭
し
.て
、
+中
小hi

業
の
生産
力を
高

. 

度
化
ナ
る
&
と
が
論
ぜ
ら
水
た
。'
が
<
る
硏
究
は
そ
の
限
り
ヒ
和
い
て
は
裏
_
で
ぁ
->
た
が
、
-'
'
'商

業

資

本

や

產

業

資

本

等

、

中

^

^

業 

を
從
A
せ
心
め
る
上
位
資
本
が
、.
更
に
獨
.占
資
本
杧
支
.配

.§
れ
.叉
は
そ
の
|

«
と
な
0
て
い
る
.こ
と
> 

.
更
に
は
か
V
る
從
凰
’

關

係

に

な

く 

.士
も
戰
te
i ;
歷
し
た
國
家
獨
占
資
本
主
義
の
:*
糨
造
，0
中
-に
お
5
て
、
ず
.ベ
て
の
'^
の
が
國
家
を
媒
介
と
し
.て
、
獨
占
資
本
.に
支
配
.さ 

れ
て
^

た
^;
い
ぅ
總
構
造
的
關
連
が
忘
れ
ら
れ
勝
ち
で
ぁ
.っ
た
。
從
っ
'て
中
小
土
_

高
.め
る
翊
.遍
も
、
企
業
系
列
盤
備
論
と
な
り
獨
沿
資
本
の
た
め
o'
合
理
化
理
論_

_
_
「

生
產
ガ
理
_」

に
.終

っ

：で

し

ま

っ

た
.の
'で

惠

る

。. :
:

:
-'
.
,

',
:;
'

'

.

■.
:

:
.
-
.
.
.
.

::
;
中

小

戈

業|^
':
«
淑

：5
-小

臂

本
'^
中

小

企
' «
生

の

立

鍚̂

0
み

萆

赛

；
は

»!
*
小H

業
勞
働
の
跋
本If
i
J題 

、

，

、

、

ゝ

、
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.

 

-

 

-
-
-
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-

 

,

 

-.

.
 

;

 

\
 

* 

.

 

.

に
過
*
の
も
の
で
あ
る
。
獨
占
资
木
に
壓
倒
、さ
れ
乍
ら
、
自
ら
小
所
有
者
"
小
資
本
家
と
し
て
の
立
場
に
固
執
し
、
勞
働
階
級
を
お
そ
れ

a
眼
.視
す
る
立
場
か
ら
は
、ヾ
兩
大
勢
カ
..の
間
に
立
。.つ
て
右
往
左
往
す
る
動
搖
的
方
向
が
見
出
さ
れ
る
龙
け
で
あ
る
。
中
小H

業
問
題
の
解
，
.

•

 -

 

•
»

 

-
 

■.
 

-.
 

-

 

.

 

-

%

-

決
は
中
小H

業
勞
働
漭
を
離
れ
て
は
考
'え
ら
れ
な
.い
。
里
に
總
..構
造
的
視
野
加
ら
見V

、：

獨

在

資

本

と

勞

働

階

級

と

の

兩

茲

本

對

立

の

何

. 

•れ
の
立
f

組
み
す
る
■

と
い
ぅ
問
題
を
.離

れ

会

^

を
高
め
、'
:組
織
化
を
進
め
、
-:
■中
小
工
業
の
お
-'
<
.れ
^
關
係
を
拂
拭
..し
て
中
小
ェ
業
自
體
.を
民
主
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
Z中
小
工
業
主
を
自 

.
覺
さ
せ
、
こ
れ
を
下
向
き
で
.な
く
上
向
き
.に
さ
せ
、/
更
.に
最
も
困
雛
^
中
小
ェ
業
相
瓦
_の

組

織

化

を

推

進

す

る

ヒ

と

，を
通
、じ

て

、
' 中
小H

.*

 

,
 

.

 

.

■

-

.

 

.

 
'
'

ぐ.

,

•

 

-
.

 

'

 

.

.
.

.
.

 

' 

-
-

業
の
.小
規
模
性
と
お
く
れ
た
生
.產
カ
の
高
度
化
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
"
.そ
-し
て
こ
の
こ
と
が
ま
た
中
小
工
業
勞
働
者
の
坐
活
水
準
と 

'
.勞
働
條
件
ヒ
改
善
し
、
.彼
等
の
自
覺
と
團
結
を
高
め
.る
結
果
と
な
る
と
い
ぅ
方
向
以
外
に
.
>中

小

ェ

業

問

題

を

產

業

構

造

.の

矛

盾

解

決

と

.

.

.
ノ
 

. 

.
•

■■
'

七
て
解
決
す
る
遒
は
な
い
'の
で
あ
る
。
■.こ
れ
が
中
小H

業
勞
働
の
，基
本
的
問
題
跋
で
あ
る
。

.

■-
.
, 

-

.

.

.

 

.

 

.

 

V
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.
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.

 

•
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.
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.
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c

A

y 最
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狀
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ン
昭
さ111.1

年

のr

工
業
統
計
I

」

へ

に

よ

れ

ば

中

小

ェ

唐

働

裏

S

人
I

.
の

修

義

^

出
來
な
ぃ
。
從
つ
て
以
下
は
五
人
未
滿
を
含
ま
ぬ
訐
鎔
で
あ
る
。)

は
、
從
業
員
，五
I
四
九
人
使
用H

場
に
.お
い
て
は
工
業
勞
働
者
總
數
の
四
三 

%
、
從
業
'員
芄
〇
|
九
九
人
使
用
ェ
場
は
ー
0

^
、
從
業
員1

0

0—

T
九
.九
人
使
•用
工
場
は
八
^
、
、す
だ
わ
ち
從
業
員
五
人
以
上I 

5
.

: 

'〇
人
未
滿
の
中
小H

業
勞
働
翁
數
は
、
全
ェ
業
勞
働
盏
總
數
の
實
に
六
ー
^
を
占
め
名
童
要
性
を
示
し
て
い
'る
。
' そ
0
生

產

額

に

お

い

.て 

:' ■

も
^'
H

»

M產

の

六0

涔

：
に
：及

.

ん

で

：い
る
。
：
昭

和

一 

一
二
年®-Q

總
理
癉
；■

業
所
銃
計」
.0
五
人
朱
滿
を
舍
ち
：忆
-ょ
れ
が
、
從
業
員
五
人
.

へ
ギ
滿

€
#
細
な
家
內
卫
篆
勞
働
者»
は
荃
傲
の
-1
:

1
ー^ -
承
占
め
.て
居
り
、
5:—

1
1:九
大

七
^'
、
：1

0;
〇
|

-
九
九
人
の
上
層
弗H

#

七
%
c
iれ
も
四
捨
五
入
义
卽
ち
家
內
勞
働
を
含
め
た
中
小
エ
業
勞
働
者
數
は
全
體
の
七
三

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

. 

. 

. 

■ 

• 

f

'.
四
^
を
占
め
て
い
今
.:
.
:
:
:.-
-

■
'.

■
'

:

.

.

.

.

:
;■
'

.■,

.

.

.

」

.

し

-
' 

. 

■,
'
'

パ■ 

•つ
ま
り
エ
.業
勞
働
漭
の
約
四
分
の
.三
が
中
小
エ
業
勞
働
だ
と
い
ぅ
ヒ
と
で
あ
り
？
そ
の
半
産
額
%-
エ
業
總
年
産
額
の
^

^

一を占 

め
る
と
い
ぅ
社
會
的
及
び
、
：國
民
經
濟
的
重
..要
性
を
示
し
て
い
る
の
.で
.あ
る
。

..

. 

.
, 

. 
•

.

B

ま
た
勞
働
省
勞
働
統
計
調
査
部「

内
外
勞
働
資
料J

裔
十
五
0

に

ょ

れ

ば

、

.

®
年
度
企
業
盤
馓
は
中
小
企
業
^
お
い
て
著
し 

々

，特
I

面

福

の

傾

向

が

馨

I

り
'
エ
_

働
の
I

論

し

て

I

業
.の

へ
が
流
出
、し
得
ず
、
ュ
何
れ

.も
不
完
全
就
業
の
形f

農
村
に
滞
留
して
ヰ

る

o

M-
ぬ
.一
週
八
〇
時
間
以
上
©
過
長
時
間
就
業
君
が
增
加
し
始 

ハ
め
:.
と
れ
枕「

內
職
的
職
業
、
或
い
は
最
も
小
規
猶
な
赢
人
業
主
的
職
業
祀
從
事
し
：

.て
，̂
る
入
々
が
、

「

^

ノ
タ
て
顧
來
の
就
業
時
間
で
は
生
话
を
維
持
し
得
啟
ぐ
方
り
ス
就
業
時
間
の
延
長
に
^^
つ
+て
ぞ
れ
を
補
い
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思 

:

わ
れ
る」

ど
：.

い
ぅ
注
目
ず
ベ
.き
報
吿
を
し
て
.い
る
。
1其
後
_

.
恐
慌
は
進
展
^
て
い
る
か
ら
、
農
村
入
ロ
抱
擁
力
は
愈
々
限
界
を
超
え
て 

.い
る
t
あ
ろ
ぅ
し
、
^
業
瘩
の
家
內
勞
働
.へ
©-
修

1«
1
-、
本
業
で
は
喰
え
ぬ
た
：め
の
內
職
、
其
場
限
り
の
あ
れ
や
cl
'
れ
や
'の
中
淦
半
端
の
就

- 

- 

* 

.

.

.

.

.

. 

V

;'-
-

• 

■ 

.

.

.

業
と
.い
う
知
の
.が
激
增
し
て
ー
.い
る
：も

の-^
思
わ
れ
る
*0
,
.
-
。

■

. 

:
''
.
:

、

■'
.

.
'

:■-
 

:
/

勞

働

省

の

「

被

解
1»
者
實
態
調
查
_
1に
ょ
.る
と——

こ
れ
は
極
く
一 

部

に

づ

：
い

て

の
.サ
.ン
。フ
ル
調
査
で
は
あ
る
が——

昨
年
度
の
灕
市 

失
業
衆
0

_

農

率

ゅ

僅

が

ー

に

ニ

，
四

^

で
あ
り
、ノ
昭
和
五
年
不
況
當
時
め
三
九
%:
と
比
較
^
^
;
'
.
:

重
要
汔
«
的
變
化
を
示
し
て
い
る
。
ら
. 

ま
り
農
村
(0
.人
ロ
狍
擁
カ
の
益
，々
行
詰
つ
た
こ
と
と
、
]H
に
极
木
的
に
•は
都
市
勞
働
客
の
農
村
と
の
つ
な
が
り
が
漸
次
稀
簿
に
な
つ
て
來 

た
と
い
ぅ
こ
と
奶
あ
る
,0

か
か
る
琪
情
に
抓
え
て
、
都
市
に
お
け
る
失
業
人
口
の
ブ
ー
ル
た
る
中
小
企
業
や
家
內H

業
が
崩
壊
せ
し
め
ら 

屮
小
工
業
勞
働
の
馮
氺
間
題 

f 

- 

二

三
G
1八
七〕
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二

四

.
、
三
八
、
ノ

れ
各
と
ず
れ
^

,
失
業
問
題
.の
性
格
は
戰
前
と
は
益
々
異
る
深
刻
な
も
の
と
な
ろ
ぅ
。

，
、

.

-
(

能〕
嘮
働
锊
勞
働
絲
計
調
盗
部「

被
解
雇
者
^
;憩
屢
結
果
報
吿」

(

昭
和
ニ
五
S

月
；}

は
陬
-¥
の
企
業
整
備
に
ょ
る
被
解
璩
者
六
〇
0
名
に
關 

す
る
サ
、\
ブ
ル
刺
$

あ
る
が
、
民
間
_

と
關
鐵
と
を
對
皿
し
乍
ら
解
湯
一
一
ヶ

：=：

間u

わ
5

動
.
P馨

：を
舍
み
、
_

2

S
を
相
常 

禅
細
に
俾
え
る
赀
逋
な
资
料
で
あ
リ
、
多
く
の
卯
だ
尕
唆
を
含
ん
で
い
る
が
、
紙
數
の
#
合
上
そ
の
詳
細
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
/'
0

表

-
-■•-;■

■ 

. 

: 

- 

-
*
- 

: 

- 

-..

;■
-- 

. 

.
: 

,

.

■:
,週
八
'0
時
陬
以
上
'の
過
長
峙
間
勞
働
と
週
三
四
.時
間
未
滿
.の
半
就
業
：が

同

時

に

增

加

し

て

い

る

臬

實

は

.、

不
規
則
就
業
、
半
失
業
の
停 

へ：渺
的
過
涮
人
ロ
の
特
徵
で
あ
0
:て
：、
獨

裏

本

の

_
カ

を

受

け

：た

中

小

エ

變

の

；分

爾

’
悲

慘

啟̂
^

〈

る
o
.中

小
‘
}
^
場

か

ら

の

.失

業

者

が

多
く
，
家

內

勞

働

者

と

な

る

倾

向

、
：或

い

は

零

細

3:
場

爾

が

雇

傭

勞

働
'を

解
«-
し
.ヤ

家

族

勞

働

を

中

心

と

/'
.
■:
:■最

近
O'
，
を

見

て̂
五

〇

丨

.1

汍

九

汄

の

中

小

エ

韻

の

雇

傭

減

少

.，は

 
一
ー0
〇

人

以.±
の

大
0:
#
:
の

そ

れ

ょ

り

著

し 

■'
'
.
..く
、
'且
つ
中
小
エ
場
程
移
動
率
が
激
し
く
、
.
.そ
の
.不
安
定
性
を
东
し
て
.
.パ
る
。
勞
&.
費
調
查
に
ょ
る
と
昭
和
ニ
四
年
平
肖
、
週
三
四
時
間
.

,未
滿
の
就
業
苕
、
卽
ち
、
潜
^
失
業
者
總
數
は
X
六
、ー
寓
人
に
達
し
^
い
を
の
.：で
あ
る
。
.
.

:V
9

D

.次
エ
業
と
中
小
.エ
業
の
.賃
金
の
動
き
：を
比
較
し
て
見
る
と
、
歡
爭
.直
後
の
中
小
エ
業
華
か
な
り
し
こ
ろ
郎
ち
、
昭
和
一
二
一
年
八 

^
ま

で

は

、
、
、中

小
-エ
，揚
の
賃
金
水
準
が
大
エ
.場
ょ
り
む
し
.ろ
優
位
に
^
つ
：た
が
、
同
年
九
月
以
降
は
, ^
..の
地
位
が
.逆
轍
し
た
も
の
の
倚
中 

小H.

場
の
賃
金
.は
大
エ
場
の
.そ
.れ
に
追
隨
す
る
倾
向
に
あ
つ
た
:°
と
こ
.ろ
，が
■ニ

三

年

九

月

以

後

は

^

小

工

場

側

の

低

落

ほ

決

定

的

と

な

つ 

'た

(

中
小
八
-.
|
1
-
.
業
嬷「

中
小
.企
業
廳
の
任
務
-:
前
記
の
勞
働
省
資
料
に
'ょ
る
と
咋
年
上
半
期
に
：は
. 一
.時
、
大
X
業
と
中
小
^
業
の
賃
金
格
差
が
. 

精
ま
る
^

81
が
見
ら
れ
る
ず
、
こ
れ
は
.j

〕

'大
企
業
<£
)
'
«金
.の
停
滞
と
中
小
企
業
が
賃
下
げ
ょ
り
も
首
切
り
、
.閉
鎖
に
立
到
.る
場
合
が 

• #
い
こ
•と
及
び(

ニ)

中
小
企
業
に
多
.か

つ

た

现

物

，給

與

が

、

こ

の

顷

か

ら

の

■
資
需
給
變
：化
に
應
匕
て
、
.現
金
給
與
に
切
替
え
ら
ル
た

.■

.

.
:
倾
向
等
杧
ょ
‘
も
の
^
見
ら
.れ
る
'

の
中H

場
1
4ニ
:0
人
未
滿
'の
小
'ェ
揚
.の
賃
金
比
較
を
す
を
と(

昨
平
八
月
現
在)

、
前
者
に
對
V
て
中
工
場
は
七
-一
 
•

四
^
、
小
‘

H

場
は
六O

 

、%■
で
，あ
-り

、

特

に

較

養

の

ひ

ど

い

，の

'は
^

業
土
^
業
，

c

中
.

B

場
五
六
'
15-
、
小
工
場
四
六
:
三
5
.
'
'
金

馬

業(

中
ェ
場
六
〇
%
、
小
工
場
四
八 

V
G
.
.
.
修
理
業
.
.

(

中
小
.

H

場
六

四

、
五
％
、
小
5

五
五
*
着

等

で

あ

.つ
た
0
.中
小
工
業
の
低
賃
金
ば
以
上
の
.數
字
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、
 

尙

注

意

せ

，ね

ば

な

ら

ぬ

と

と

は

、

.
こ
れ
ら
の
統
計
ぼ
：廣
汎
に
稈
在：

す
る
家
內
勞
働
の
.ひ
ど
い
^

^
金
を
殆
ん
ど
把
ん
で
い
.な
い
と
い
ぅ
こ

!

> 

~

 

し
'

.

 

'

.

(

四)

.
次
ぎ
に
賃
金
の
支
拂
遲
延
は
ま
た
實
質
的
な
賃
金
切
下
げ
..で
?>
:
る
。
..
勞
働
省
勞
働
莶
準
局
監
督
課
の「

賃
金
不
拂
事
件
措
置
狀
.

*

 

•

'

 .

 

.

 

、
 

•

 

.

 

•

.

況
表
-

1
「

不
拂
藤
業
場
數
調」

.
に
ょ
る
'と
、
不
歡
數
ば
咋
年
下
半
期
急
增
し
て
、居
り
、
1
.
0
0人
以
上
の
經
營
に
お
い
て
^
む
し
ろ
減
. 

:

少
乃
至
停
滞
し
て
い
る
の
に
財
し
て
九
人
以
下
の
零
細
經
營
は
急
增
、
一
〇
丨
九
九
人
め
中
小
經
營
は
漸
增
し
て
い
る
。
そ
の
金
額
を
繰 

,越

來

解

決

分

：に
つ
.い
.て
見
る
と
咋
年
六
月
八
億
五
、八
0
.〇
萬
圓
で
..あ
；
：
つ
：
^

1

〇
億
四
、一

〇
，〇
萬
圓
に
達
し
て
.い 

る
。
典
後
中
小
企
業
の
危
機
は
深
刻
化
し
、
貨
金
支
拂
遝
延
は
中
小
工
業
の
一
般
的
現
象
と
な
り
つ
、
あ
る
糢
様
で
あ
る
。

:■
'
.

:

;^
.の
不
.拂
原
因
比
.較

表(

勞
働
省
栽
準
局
資
料
め
ょ
る
；y
>を
見
る
.と
、：

寶
掛
代
金
未
囘
收
が
五
八
%
を
占
め
.、

次
い
で
賣
行
不
振
、そ
.の
'他 

■:
■
の
.經
營
難
が
ニ
七
^
を
.示
し
，て
い
る
ァ
機
械
ェ
業
等
の
互
大
ェ
場
の
卞
請
中
小
ェ
業
に
對
す
る
飞
請
ェ
賃
不
拂
は
特
に
惡
質
で
あ
り
、

^
- 

'
大
電
機
會
社
'-
^
:廣
汎
匁
家
內
ェ
業
下
請
を
.利
用
し
.っ
.
\
:咋
年
來
の
卞
請
ェ
賃
の
_九

.§
|
1も
未
挪
の
實
例
が
あ
る
。「

事
實
上
の
^

に
^

ぎ
ぬ
.こ
れ
ら
家
内
.ェ
業
者
尬
仕
事
が
.な

,\
^
た
.め

-1
1
;む
な
く
不
撖
の
下
.請
仕
^
を
つ
.̂.
ゆ>

 

原
料
代
を
^
辯

し

、
，
原

料

代

に

も

足

り

ぬ

. 

月
々
の
ー
部
支
»
ェ
©

1
ハ
0'
日
の
手
形
で
渡
さ
れ
、
と
れ
を
ブ
ロ
丨
ヵ
丨
を
通
じ
て
二
割
、
三
割Q

步
引
で
割
引
く
と
手
許
に
い
く
ば 

く
，も
残
ら
ぬ
と
絕
望
の
歎
息
を
も
ら
レ
て
い
る
。
し
か
も
ェ
貨
は
Jf
次
.切

下

げ

ら

れ

、

こ

の

下

請

，家

内

勞

§

の
饿
死
的
競
爭
は
親
H

P
 

中
小H

業
勞
働
の
戡
本
間
題 

、

• 

ニ
3£
o
l
irv
A)
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ニ

六
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勞
働
絜
の
賃
金
引
下
げ
'の
作
用
を
す
今
も
の
で
あ
る
。
前
記
の
如
く
特
需
が
枕
じ
ま
ク
て
か
ら
は
、
中
小H

*

業
の
下
請
化
は
益
々
急
激
に
ト
 

促
進
さ
れ
右
暴
1

T

:部
改
f

れ
た
方
f

.で
そ
の
跛
行
性
が
ひ
ど
く
な
'つ
.て
.い
.る
模
樣
で
あ
る
。
'
:

.

■

:

■ 

.■'
• 

r 

.
 

•
 

問
鼠
と
取
引
す
る
中
小H

業

暮

も

同

じ

關

係

：に

あ

る

,0
問
屋
ば
嘗
つ
一
て
の
如
き
前
貸
金
融
は
お
ろ
か
、
'今
日
で
は
む
し
ろ
逆
で
不
拂
が 

'
普
遍
化
し
て
い
る
。
生
產
當
は
止
れ
ば
倒
'れ
る
自
轉
車
の
樣
&'
も
の
で
依
業
す
れ
ば
融
資
を
弓
上
げ
ら
れ
全
く
崩
壞
し
て
し
ま
ぅ
か
ら
、
 

賣
れ
な
.く
な
ク
て
冬
損
を
し
て
も
仕
方
^.
し
に
經
營
.を
づ
' 

げ̂
な
け
れ
ば
.な
.ら

ぬ

-°
.販
路
と
值
結
せ
ぬ
中
小
工
業
は
不
拂
で
も
、
ひ
ど
V 

條
#
.
の
手
形
で
も
問
屋
^
製
品
を
特
込
ま
'ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
ぅ
し
て
大
經
營
は
中
_小
企
業
へ
の
不
拂
に
ょ
.'つ
て
自
己
の
運
轉
資
金
を
節
約 

.
•1
.
、
利
子
を
節
約
し
て
い
る
。
.生
殺
與
奪
の
權
を
握
る
.も
の
は
：銀
行
で
あ
る
。
-銀
行
は
大
企
業
_へ.は
融
資
す
る
ヴ
中
小
企
業
は
銀
行
融
資 

，の
：道
を
社
絕
さ
れ
し
か
も
上
位
資
本
.加
ら
不
拂
の
待
遇
に
我
か
れ
る
P 

.大
企
業
は
と
ぅ
し
て
自
己
の
罾
ホ
蓄
積
と
合
理
化
に
進
ん
で)

■'
■.る
：。
そ
Q

I
は
中
小
I

I

傘

不

霞

に

s

f

し

て

轉

管

れ

て

■

奪
 

：

.

C

五〕
：

中

小

エ

業.勞
働
組
合
の
.結
成
情
況
は
.、
前
に
も
.ふ
れ
た
廣
ぬ
頗
る
低
調
で
.あ
り
、
:'
'
-且
つ
自
主
的
紙
合
と
>
え
：ぬ
も
の
が
多
い
。
. 

量
.，
の
み
な
ら
ず
質
的
.に
問
題
が
あ
る
。
■勞
働
省r

勞
働
組
合
基
本
調
査」

..，，に

す

れ

ば

昨

年

：

一

ハ
^
現
在
從
業
員
五
〇
丨
一
.九
九
人
の
中
經
' 

被
の
.勞
働
組
合
數
ば
全
勝
の
.

U1.

四

•
五
^

'
組
合
費
數
は
.全
組
合
數
の
一
A

•六
^

四
九
人
以
下
の
小
<土
業
に
お
い
て
は
.勞
組
數
四
四 

•
'三
%
、
組
合
員
數
.五

•
六
^
で
あ
り
、.
中
小H

業
禮
働
者
.

Q

重
要
比
重
を
考
え
合
せV

.

も
組
織
.化
の
：程
度
は
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
ぬ
。'

'

中
小H

業
.の
勞
働
爭
議

を

大

工
業
の
を
れ

i
比

較

す

る
た
め
大

阪

勞

働
委
員
#
.へ.の
提

訴

理
由
別
# .

數

.(

昭
和
.一1 

ー¥

九
月
丨
ニ
四
$

一
 

•

月
.一

瓦
日
隊
總
件
數
-—
*'
三
S

を

對

照

さ

せ

た

調

裘

に

ょ

れ

ば

、
、2
し

«.
上
要
求
は
太
企
»
に
は
少
く
、
'
中
小
企
業
.に
多
く
中
小
エ
業
の
：
 

「

低
*
金
と
*
土
杧
對
ず
'る
業
主
0;
拒
杏
の
01
繁
を
敗
ゎ
.せ
'-
-
>
0
:

」

.
>勞

働

協

約

締

結

调

題

の

.占

め

岑

地

 

.

'
:
業̂

に

比

し

」

て

太

エ

業

組

合

遞

動

：め

政

治

性

と

活

潑

性

が

观

ゎ

れ

,.
:
,
:

(

萏)

*
小

で

業

に.和
^
 

こ

れ

に

伴

.
、
 

，
う
！§
^

に
關
す
る
沿
1:
か

多

く

：、
.へ
そ..の
猶
#
難
が
む
，の
..ば
^.
る
。
‘
.ぐs

i

未
拂
賃
金
..の
支
拂
耍
求
は
中
小H

業
に
^
い
_て
の
.み
見
ら
れ
、
.
.

:(

五)

退
職
金
の
支
挪
耍
求
も
中
小
エ
業
に
多
い
。：
こ
れ
ら
.の
こ
と
.か
ら
南
#
を

通

じ

て

：
一

位

を

占

め

る

不

當

，解

職

問

題

は

大

企

業

と

中 

.小
1
業

に

お

い'て

は

ぞ.の

も
.つ

意

味

に

重

要

な

差

異

が

：あ

る

匕

と

、
：
'
.
ク 

h
.れ
は
攻
擊
的
で
あ
つ
.て
、
.中
小H

業
勞
働
組
合
の
弱
體
娜
と’T

訊
業
.主
.に
よ
る
組
合
壓
迫
の
，事
實
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
て
.い
_る
，

(

森
下
不
一
一
也

「

中
小H

業
の
_.勞
働
^-
肅」

、
山
中
旗
太
郞
縦
.：

「

印
小
.エ
.業
と
#

働

問

題

ー

所

.收

參

照

)

。
.

.
，
：
■

.

.

% 

. 

、
•
<
.
.
.
.
. 

, 

..... 

'

.'*

■
■;'
勞
働
装
準
法
違
反
に
つ
：い
て
見
て
.も
中
小
企
業
は
殆
ん
.ど
全
部
が
違
反
し
て
い
る
と
_.い
わ
れ
？
殊
に
}
;
o人

未

滿

エ

揚

で

は

お

'話
し
に 

.

.

.な
ら
ぬ
狀
態
で
あ
る
。：
然
し
中
小
企
業
.の
危
機
を
反
映
し
て
昨
年
來
中
小
企
業
の
.爭
議
件
數
が
增
加
し
て
お
认
、
.
'不
況
の
た
め
既
成
組
^

.
が
.崩
れ
る
傾
向
と
並
ん
で
新
わ
い
自
主
的
耝
織
化
の
.傾
向
も
見
ら
.れ
‘.て
來
て
.い
‘る
。，
:0
ま
$

了
方
で
は
勞
絍
の
：弱

體

.に

絕

蜜

し

て

自

主

的 

組
織
よ
り
も
上
か
ら
の
權
カ
に
賴
.ろ
う
と
ず
る
、
危
險
な
.
T
V
b
v
y
x
A

の

溫

席

と

，

る

倾

向

が

ひ

ろ

が

る

，と

同

時

に

、

他

方

で

は

未

だ

微 

■,弱
乍
ら
'自

主
.的
組
織
を
眞
劍
に
作
ろ
5-
.
と

す

る

新

レ

；い
芽
.生
ぇ
が
生
じ
つ
-
1あ
る
。
.如
何
に
微
少
と
は
：い
.：ぇ
こ
'の
若
芽
を
育
て
、
'行
か
ね
'

•'
•
か
な
ら
な
い
。

.
-
'
:
,:
'

:

^
 

.

.

.

.

へ
.

-

:

.

.-.

,
.

■

.

:

.
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■
'
.
.: 

:
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.

'

.

.

.
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-
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'
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.
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.
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•
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^
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■ 

C
B

〕

：
家

内

勞

働

；の

實

態

と

新

動

向

|

名
古
屋
陶
業
と
西
陣
賃
織
;^
の
問
題
'
.

..
:

■

'

.

 

■

 

•

.

.

.

.
 

' 

.
,
'

,

. 

.

. 

' 

.

.

.

一

- 

■

' 

(
， 1

)
：

家

凋

勞

働

の

實

態

の

一:

例
を
名
古
屋
の
陶
磁
器
上
#
付
作
業
に
.
'つ
い
て
見
よ
う
.
§

名
大
敎
授
宋
松
玄
六
氏
の
報
告
丨
末
松
玄
六r

家
内
勞
働
に
お
け
る
合
理
化
I
社
#
化
•
段
主
化
の
課
題
と
货
踐—

「

陶
磁
器
工
業
の
場
合
I

J
山
中
篤
. 

太
郞
緝「

小
小
工
業
と
勞
働
卯
題」

所
收
論
文
參
照〕

。
と
の
家
內
勞
働
は
大
正
初
年
に
一
時
盛
ん
で
あ
づ
た
が
典
後
工
場
に
集
中
さ
れ
て
自
.

^

 

w

 

 ̂

^

. V

,
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m
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々

9
1九
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1
0 

'

.



'
:

」

H
田
學
會
雜
訪
.
笫
四±

11

卷
笫
六
躲 

‘ 

• 

ニ

八

0
1
1九11〕 

t>
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

ー
咋
平
か
ら
咋
年
に
か
け
て
陶
磁
器
輸
出
の
囘
很
に
伴
い
"
急
速
に
復
活
し
て
來
た
も
の
で
、
最
近
灶
陶
磁 

躲
の
輸
出
不
振
で
停
滯
の
模
様
で
あ
る
が
こ
の
形
態
や
钱
扪
に
お
い
て
ま
さ
に
火
正
三
*
四
年
時
代
を
铒
現
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
- 

y

i
 

塔
門
遨
エ
以
外
轉
寫
張
等
素
人
や
兒
宽
に
も
出
來
る
作
業
が
多
く
、
失
業 

働
■

し
て
‘
.い
る
：，
1

が
勞
働
#

謙

制

約

—

:
:
T
m

社
勘
^
に
は
.エ
場
勞
#
で
は
間
に
合
わ
な
5
'0
:何
ょ
:?
:
も

象

藤

働

は

エ

賃

が

エ

：揚

0'
そ
れ
の
六
〇
灰
に
す
ぎ
な
い
？
ヒ
ぅ
し
て
問
： 

M
や
作
■業
場
：を
も
'つ
問
屋
.
こ
れ
を
利
用
し
始
め
、
.卞
請
上
繪
付
エ
氟
が
褒
に
洱
下
請
钇
も
ち
彳
そ
の
廣
汎
な
底
邊
が
長
屋
の
夫
妻
ノ
近
.
1 

隣
の
お
..か

み
さ
ん
、
；
擧

靠

を

集

め

た

居

宅

_壮
事
で
_
成
さ
れ
て
い
る
の_で
.あ

气
'^

.庭
內
職
と
が
あ
り
バ
後
箸
は
前
者
に
比
上
て
問
屋
支
酿
迄
對
し
て
特
に
弱
い
存
拒
で
あ
り
^
前
者
の
中
^

は

自

ら

雇

^

^

働

を

使

用

し

ヤ
 

下
請
上
繪
付H

場
化
の
ニ
歩
手
前
の
も
..の：も
あ
る
.0
其

後

--
*
貫
作
業
のH

場
ま
'で
、
：低
賃
金
利
用
の
た
め
下
請
家
阶
勞
働
を
.利
用
す
'る
傾 

向
怒
生
じ
セ
.い

今

昨

:¥
_
の
調
贫
に
お
い
：て
は
.某
製
造
問
屋
ほ
自
エ
揚
：

(

：三
0
〇
人
.

)

以 

そ
の
下
請
支
. 

〉

配
下
.に
あ
る
家
庭
は
一
.、
七
五
〇
軒
の
尨
大
數
に
^
つ

た

と

報

告

き

れ

：て

い

る

.°
/ 

.

家

内

勞

働

の

，勞

働

時

間

は

不

規

則

で

、

お

か

み

さ

ん

の

.手
傳
は
i

の
.合
.間
の
も
：の

も

あ

.]
)
>
:學

童

は

.日

曜

と

か

放

課

後

に

從

事

し

て 

い
a'
が
、

一
般
に
は
調
奄
面
に
は
八
時
間
と
い
.ぅ
の
が
.，

1
#

多
い
.が
十
時
間
以
上
O'
も
の
も
或
程
度
あ
り
、
'そ
.の
'實
情
に
お
V
て
は
起
床
.

加
ら
就
廄
ま
で
と
い
ぅ
の
も
钇
か
な
か
あ
る
模
樣
で
あ
る
。

.,
;

..

..
 

.

 

...

...

.
 

.

#

\

, 

*

一
人
®
り
.の
.加
工
賃X

月
'

〕

を
見
.る
と
瓦
千
11
1
丨
ー
萬
圓
と
い
ぅ
も
の
が

一蕃
多
く
、
.
.
.
五

千

圓

以

下

、
，
ニ

千

圓

以

下

'と
\^
ぅ

も

の

も

相
 

霞
あ
り
、
^

傭
盏

一.人
常
り
平
均
日
給
は
一
Q
〇
i

.
o-
〇
圓
と
い
ぅ
も
の
^

<
部
分
で
多
っ
.で
、
加
X
賃
は
咋
年
#
以
來
急
速
に
切
下 

げ
ら
れ
て
.お
り
.、
琳
m
ff
l
ェ
は
何
と
か
や
-)
.て
い
る
が
、
素
人
、
■
內
職
#
,の
低
賃
金
は
ひ
メ
ど
，い

i

で
'あ

る

？

下

請X

場

勞

働

者
.，(

平
均

:

«
金
月
1
1
1、0
〇
0
:
_

—

<
ハ
0

0

0

_

>に.比
.し
..て
自
宅
勞
働
.者
の
賃
金
.は
.著
し
く
低
ぐ
.

C

そ
の
/六
割
程
度
：>.最
近
は
榣
虡
の
仕
事
不
运
か
ら 

,益
々
惡
化
し
て》

ズ5

下
請
エ
場
の
务
働
者
が
勤
勞
所
得
税
を
免
れ
る
た
め
に
自
窀
仕
事
に
轉
じ
た
と
こ
ろ
1、
其
後
.の
不
«
で
か
え
つ
て 

收

入

が

激

減

し

た

，
と

^

ぅ
.笑
え
.ぬ
悲
慘
な
話
し
も
あ
る
。.；ま
た
勞
働
龜
準
法
の
適
用
を
免
れ
る
：た
め
土
員
を
戶
籍
上
入
籍
さ
せ
て
家
族
勞 

働
の
外
装
金
と
1

の

：え

て

い

る

.下

請

-3
:

揚
も
あ
る
と
.
5ぅ
噓
の
様
な
詰
し
も
あ
る
。

.

.

親
方
中
間
！£

取
制
、
.親
方
居
錢
り
に
よ
る
，
强
制
勞
W
、
，
年

少

勞

働

使

用

、
休

日

休

憩

時

間

の

.曖
昧
等
の
點
で
勞
働
基
準
法
違
反
は」

. 

般
的
に
あ
る
が
、
そ
.の
'取
締
り
は
事
實
ト
_

難
で
あ
る
0
'名
古
屋
に
元
來
あ
つ
fe
'
f 

I
I

分
制I

 

(

精
を
出
し
た
だ
け
を
分
け
る
と
の
意
味〕
と

い

わ

れ

る

禅

取

制

度

：が

，
こ
i

に
孫
び
復
活
し
て
い
る
0
昨
架
春
頃
ま
で
急
膨
脹
しで

！#

近
ま
た
輸
出
不
振
で
減
少
し
て
v>
る
か
X
る
家
內

■

 •

 

■

 

■

' ■

 

— 

■

勞

働

の

姿

：は

、

降

雨

每

に

出

來

て

翌

2
!は
.ま
た
消
え
て
.し
.ま
ぅ
砂
漠
'の
大
.河
の
如
き
，̂
の

セ

あ

り.、
廣
饥
な
.停
滯
過
剩
人
h
が
浮
草
の
如

-

.

•

 

..

..

..

..

.
 

一
.

 

'

•

-

く
、
あ
れ
や
こ
れ
：や
の
.仕

事

に

流

れ

：
て

行

く

悲

• «
な
：現

實

を

傯

ば

せ
.る
？
卞

>

、
Ji
つ

錯

綜

し

'.て

居

及

、
：
ま

た

幾

層

に

も

な

.つ

で

い

る

b 

'

'

 

'

-

■■
,
' 

■ 

V

 

.

パ——

 

■ 

. 

. 

r 

.

こ
ふ
に
も
最
近
新
し
い
動
き
が
あ

り

？今
ま
.で
工
場
勞
働
者
に.は
總
同
盟
系
組
合
が.あ

り

ー上
繪
付H

を
主
體
と
ず
る
名
古
屋
製
陶
勞
働
組

.

.

.

 

.
‘■

.
 .

―

'

 

-

 

■

 

.

..

..

.

 

.

.

.

.合
I

I

勞
働
1

合
：に
加
I

な

丨

審

門

雙

：s

組

富

霉

こ
ろ
、
'最
近
お
よ
そ
 

一：2:
0
人

I

位
.の
：家
内
#
働
者
が
わ
.が
國
始
め
て
©'
自
宅
勞
働
紙
合
の
結
成
：
.

E

掏
い
本
年
芄
月
そ
の
成
立
を
見
る
に
，.至 

つ

た

の

，
で

あ

る

。

.
そ
の
動
機
ば
：2
.〕

加
1
賛̂

吏

養

發

延

が

迤

だ

^
'
い

X-
質

を

抑

え

るI

O

V

.

:
税

金

：問

題

、
.

§
.〕

、
下

請

土

場

.

が
苒
下
請
良
せ
へ
る
中
間
搾
取
を
棑
,
し
ヤ
1|
£
接
問
犀
と
結
が
ク
く
匕
と
等
.に
‘あ 

名
«
デ
で
^
@
:

〕

：の

點

で

ぼ

卞

請

エ

：

§

働

と

自

港# '
働

と

が

對

立

す

る
.危
險
が
あ
る
。
何
れ
に
.：せ
よ
.か
Y
る
：團
結
の
動
含
が
家
內
鋒 

‘働
遨
忙
出
て
來
た
こ
と
は
汴
目
す
べ
き
こ
と
で
"
と
れ
が
親
方
や
勞
働
ボ
ズ
に
蹂
職
さ
れ
る
懸
念
も
多
分
に
あ
る
が
、
そ
の
正
し
い
發
展 

.

屮
小H

業
努
働
の
迤
本
間
題
，
 

、

‘
•

ニ

九

(

三
九
5



pi

切
學
會
雜
！I

笫
吗
十
三
徵
常
六
號 

S

 

•

(

三
九
四〕

を
期
待
し
た
い
。

' 

' 

. 

、

.

(
U

)
右
の
問
題
と
關
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、

昭
和
二
三
年
一
一
月
の
西
陣
徵
地
貸
織
業
者
^
對
す
る
勞
働
戡
準
法
の
適
用
事
例

.'

.

.で
あ
る
。
.
G
M都
勞
鹰
甚
準
揭「

西
陣
賃
織
業
#
に
對
.す
る
勞
'#
基
準
法
、適
用
親
.定
關
係
資
料」

'及
ぴ
：

「
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尙
兵
庫
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鹿
業
硏
究
所
發
行
*:
：

「
座
業
舞
濟
硏
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九
..四
九
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月
號
所
載
商
大
敫
授
山
中
篤
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郞
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論
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エ
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勞
亂
と
そ
の
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化
•
民
主
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課
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は
こ
の
間
題
の
分
析
、
批
判
を
披
.つ
て
い
る
。：

.な
お
近
刊
の
山
中
.篤
太
郞
：

「

家
.內
勞
働
匕
對
す
る
勞
働
基
準
法
.、の
意
.
_と
：限
界
，丨
西
陴
賃
織
勞
働
と
社
會

•立
法
丨

」

同
氏
編
前
揭
書
所
收
論
：文
に
：
お

.ぃ
'て
以
上
の
：
#
料
並
び
に
分
析
：が
集
成

.さ

.れ
て
ぃ.る〕

紙
#
の
都
へ
ロ
上
、
.そ

の

概

略

と

間

題

點

を

.述

べ

る
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西
陣
帶
地
質
議
者
.
0約
35
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P

8
は
自
宅
內
で
織
元
.の

供

給

す

：る

織

機

，

'原
絲
、
：圖
案
を
•用

い

、

「

出

機

廻

り

1

と
稱
す
る
織
元
の
見

.P 

廻

り

等

そ

：の

金

的

指

捭

の

下

：に

賃

加
H

を
營
む
家
构
勞
働
者
で
あ
.つ
..て
？

條
件
を
檢
討
し
て
、
織
元
と
質
織
業
者
'>
の
關
係
は
請
負
契
約
で
欧
な
く
、
雇
傭
突
約
乃
至
勞
働
契
約(

出
谏
高
拂
_
ツ

で

あ

る

土

の

_.法

的

.
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#
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濟
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れ
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藤

實

上

の

*勞
働
者」

の
典
型
的
事
例
と
漭
ぇ
&
れ
る——

當

然

勞

働

基

準

法

を

.適
用
す
ベ
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.
き
も
の
と
し
た
。
.そ
^
;て
，昭
和ill

一

1

年

--
-I.

月
西
陣
織
#
從
業
夏
就
業
規
則m

1

ゲ
■
を
成
立
せ

し
め
、
大
體
勞
g

s
準
法
の
水
準
に
戡
，
 

い
て
、
.勞
働
獎
約
の
締
結
及
び
解
除
、
：實
金
、
#

働

時

間

休

憩

休

民

：へ

安

全

及

び

衛

生

、

災

^g

償
、
'表
彰
及
び
懲
戒
等
の
事
項
を
親
定 

し
て
、
質
§

裁
に
適
用
し
た
0
.で
あ
る
0

.:
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.か
A
る
®
準
®
適
用
に
至
づ
た
咨
觀
的
取
情
に
は
、，
闇
に
乘
じ
：た
_
鮮
人
織】
兀
.
0擡
頭
、
賛
織
業
者
.の一.

部
に
お
け
る
勞
働
組
合
運
動
：
 

.

の

瘙

頭0

0

に
-i
H
货
を
办
ぐ
つ
.
て
鱗
元
と
の
組
合
的
交
、渉
が

..あ
つ
&

、
■■
.戰
爭
を
通
じ
で
の
手
工
業
者
的
熟
練
要
請
の
低
下
' 
他
產
地
と
の 

:
ハ
競
#
の
：影

響

等

、
；
西

陣
_
0從

來
：©:
齔
.建

的

傅

統

と

词

定

性

ち

ゆ

る

が

す

事

情

が

：

■あ
り
、：
舊
來
の
'ゃ
幻
方
を
薪
し
く
再
編
し
安
定
名
せ
、

f

輸
收
增
進
に
寄
與」

す
る
必
要
が
あ
つ
た
：の
.で
あ
る
。
見
方
に
よ
つ
て
は
、
下
か
ら
の
勞
働
^
の
要
求
と
運
動
の
搔
頭
を
、
上
か
ち
の 

進
少
的
外
裝
を
も
：つ
，.た
法
規
適
佣
で
抑
え
、
*'
-:
年
せ
じ
め
る
.企
圖
と
>
^
^

と
こ
ろ
で
問
題
は
il
l；
中
氏
：前
揭
書
論
文
で
群
し
く
論
ぜ
ら
_れ
て
'い
る
#
に
»
働
|1
#
間
、
'.
.休
日
、

全
衛
生
等
々
X
場
制
度
を
對
象
と
し 

た
努
働
跋
準
法
秧
序
が
、
.
.分

散

的

な

且

，
つ

未

だ

卦

建

的

色

彩

を

多

分

に

.殘
し
た
賃
織
業
著
に
.實
際
問
題
と
し
.て
ど
う
適
用
さ
れ
う
.る
か
、
.. 

そ
の
適
用
を
如
何
に
し
て
.監
督
> 
保
證
レ
う
る
.か
と
い
う
こ
と
で
、

一

年
後
再
び
私
が
京
都
.を
訪
れ
て
當
局
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
で
.は
、
 

實
施
後
臨
撿
せ
る
戶
數
猶
加
.忙
三
七
軒
、
し
が
も
帳
簿
等
の
形
式
上
め
點
だ
.け
を
見
廻
つ
た
と
の
こ
と
で
'あ
り
、
'勞
働
時
間
規
贫
は
.中
止 

と
な
り
、.
何
よ
り
^

^
後
の
不
況
.の
：
大

波

が

基

準

法

適

用

を

一

、
片

の

戯

畫

化

し

て

.扣
る
様
に
思
わ
.れ
た
。
 

.

' 

.そ
の
馊
質
的
效
搌
と
し
て
は
朝
鮮
人
織
元
を
廹
出
す
こ
と
杧
成
功
じ
沒
と
い
う
一
點
の
み
CD
様
で
あ
り
、
' 更
に一

昨
年
擾
頭
し
か
け
た 

..勞
働
組
合
の
動
き
が
骨
拔
き
と
な
つ
、た
こ
とー

こ
れ
に
は
不
祝
.の
，影
響
も
大
;t
^
が

ー

も

注

目

咎

れ

る

。

從

來

の

如

.き
■び
ど
い
長
勞
働
時 

間
が
な
く
な
り
雜
康
を
■寄

す

：る

こ

と

：が

少

く

な

つ

た

.と
い
う
效
果
も
、
.實
は
•載
準
法
'適
用
.の
效
果
と
い
う
よ
9
は
、
不
況
で
仕
事
が
無
く 

な
，つ
た
と
い
う
客
観
集
情
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
時
間
外
割
增
賃
も
實
は
初
め
か
ら
皐
價
を
ニ
五
^
切

下

げ

て

お

い

.て

割

增

を

相

殺

す 

る
カ
ラ
ク
.リ
の
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
休
業
手
當
と
い
つ
て
も
へ
こ
れ
は
從
來
か
ら
あ
つ
た
も
の
と
實
質
的
に
.變
ら
ず
、
結
局
逾
用
當 

初
、の
西
陣
の
傳
統
的
.慣
習
を
可
及
的
に
尊
重
し
急
激
な
變
化
は
.ざ
け
る
と
い
う
立
前
が
■士
芬
に
守
ら
れ
て
、
.
不
況
の
た
め
工
賃
は
益
 々

T
る

と

い

う

實

情

：で

あ

づ

た

.0
: 

/ ノ 
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.

、

:

元
來
織
元
と
賃
織
業
'者
個
々
人
め
_
別
的
協
定
.で
あ
る
と
と
、
.'
.エ
*
は
從
來
の
習
!1
的
エ
*'
を
そ
の
ま
„
時
間
給
に
換
算
し
て
、
例
え 

;
.ば
<
時
間
I

I

I

本
と
い
う
計
算
の
仕
方
で
、
翁

的

に

I

I

工

賃

麗

と

變

含

:
織
一R

侧
に
は
ね
ら
れ
、、
勞
組
自
體
が
內
部
對
立
を
含
み
、
ボ
ス
化
.の
傾
尚
が
.う
か
^
紅
れ
、
不
況
の
影
響
も
あ
り
著
し
く
軟
化
し
た
ci
と 

，中

小

エ

業

勞

働

の

兹

本

問

題

. 

'

三

1

、(

三

九
五
し



,ぐ

筹
'
.ぺ
'
.
“驾

田

學

會

雜
1
 

'
.
.
'
.
.
'
.

く
':,.;;;
:
-

 

'

三

ニ

Q
一
 

i

o
 

等

に

极

木®

が

あ

る

櫟

に
.

s
|

われる。

-

、

，
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‘

卜
耍
，
る
に
家
内
勞
働
へ
の
勞
働
悲
準
法
適
州
の
因
雞
と
い
う
こ
と
も
问
題
で
は
あ
る
が
、
上
か
ら
の
贫
僚
的
保
護
規
定
が
如
何
な
る
木 

:'
'
質
を
も
つ
^
の
如
、
.一

~
前
零
で
墟
べ
.：た
現
段
_
ぬ
お
け
.る
獨
^ :
資

本

め

；政

策

體

系

の

中

に

^,
つ
.て

は

そ̂

'•
る

を
得
.な
.い

ど
^
う
こ
.
ど

.、

，
そ

れ

が

現

實

に

お

>
て
如
何
に
戲
畫
化
さ
れ
る
€

の
か
ー
こ
れ
は
西
陣
の
特

■

例
の
み
な
ら
ず
、
M-
に
一
般
⑽ 

間
■
'

で
：あ
るー

と
い
う
こ
と
.を
示
す
i
と
4
に
、
.下
か
ら
の
.勞
働
繁
0.
:
.自
主
的
團
結
以
外
に
問
題
解
決
の
道
竑
な
'
,い

こ
と
を
敎
ぇ
て
パ
る
。

.

從
つ
，
て

問

題

ば

如

何

に

-1
.
.て
お
く
れ
•た
家
內
勞
働
者
を
自
覺
せ
レ
や
る
べ
き
か
、A
.團
結
せ
し
め
る
ベ
き
か
と
V
う
點
に
歸
-t
t'
'
る
。
M

^
 

,
の

古

い

生

產

形

態

が

戰

時

、
：；
戰

後

を

，通

じ

て

分

解

を

進

め

、

こ
れ
、
が
：康

だ

不

充

分

な

I

雖
も
封
建
的
關
係
S

化
し
、
微
弱
と
は
い
だ 

ぇ

勞

働

組

合

遝

動

が

擦

頭

し

で

來

士

，と

い

う

莶

盤

.の
變
化
とr 
.:.凉

都

忆§

る
他
の
'火
.工
業
勞
働
運
動
の
展
開
が
、
西
陣
賃
織
業
者
へ
强

.

...
い
歡
響
を
興
克
、
そ
れ
自
覺
と
圃
結
を.刺
戟
し
，つi

あ
つ 
1た
事
實
忙
'、
今
後
の
光
明
を
見
出
す
べ
き
で
あ
ろ
う0

.
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.

須
陣
に
お
け
る
勞
働
菡
难
法
適
用
の
無
理
は
、
，
.
わ
れ
わ
れ
に
.家
內
勞
働
法
の
間
題
.を
想
起
.せ
し
め
る
C
W中
氏
前
揭
論
•文
、
並
ぴ
に
同「

産 

業
經
'濟
研
究」

I

九
四
九
年
九
及 
一

ニ

號

「

勞

働

民

主

化

.の

斷

曆

的

課

題

」
.丨

歐

洲

家

内

發

働

法

を

中

心

と

：し

て

ー

、
及

び

山

中

篤

太

郞

編

、

前

揭

書

^

三 

,

勞
働
保
護
法
を
以
て
家
内
勞
働
を
律
す
る
困
難
.は
、-

何
ょ
り
も
今
日
の
資
本
主
義
の
體
制
ど
の
關
連
に
お
け
る
cl
の
生
產
形
賭

の
特
殊
性
に
滿
因
す
る
.'
°
家
内
努
働
$:
:
把
握
し
、
--
:こ
れ
を
監
督
す
る
こ
と
.の
困
難
は
著
し
.
.い
も
の
で
ぁ
る
0
.社
#
•主
義
の
立
場
か
ら
は
、

::
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•
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_

量

の

體

制

的

1

2

つQ

穴
と
し
て
こ
れ
I

、
體
S

變
革
以
t

s

を
I

 

I

I

I
働
I

I

の
を
.一

雷 

滞
掃
し
.う
る
と
ぃ
，ぅ
.の
セ
过
な
く
、
そ
：の
悲
慘
な
昔
汗
刷
そQ

も
め
を
除
去
し
う
る
と
.な
す)

す

る
道
枕
な
い
と
考
え
る
.で

あ

ろ

う

？
、象

内

勞

働

枕

;'
f
-小
H

.-
l

o

1部

で
;.
^
急

る

が

、

そ

，の
.奮

^
あ

か

、.中
^
エ
：業

問

題-:
0
特

質

を

最

も

集

冲
-|
«
:
に

代

表

し

、，て

5
:

る
部
面
で
あ
る
か
ら
、
家

. 

.別

赛

肩

間

解

決

ゅ

私

小
.エ
.業

問

題

解

決

：
0
鍵
|

名

。
康

も

當

面0:
問

題

は>
資
本
主
義
の
ー
害
氣
と

'
^

く

は

中

小

H

業
I

f

を

如

何

に

し

V

天H

業
勞
働
者
の
戰
線
引
上
ザ
、：
：
參伽せ

.氏
め
る
か
と
.い
う
と
と
^

‘
る
。

•:
■
家
内
努
^

^
の
中
心
規
定
は
最
低
賃
金
制
度
.
£あ
る
。
.
.勞
働
時
間
制
限
、
.登
錄
、)

.
g錄
の
義
務
制
、
#
業
及
衞
生
條
件
の
監
督
、
其
他 

家
内
努
傲
法
に
は
各
撖
の
序
段
が
あ
；る
が
、r

最

,-
■
%

重
要
且
帶
遍
的
な
も
の
ぱ
最
闽
賃
金
制
度
で
あ
る
.
_
| 

(

前
掲
山
中
氏
論
文〕
.

『

'
九
六
庐 

^
利
で
最
低
質
金
讯
度
ホ
'-
^
め
て
顧
實
し
た
の
で
あ
る
'が
、
'そ
の
動
機
は
.「

苦
汗
制
の
»

と
で
：あ
，つ
た
0

•

■ 

‘
；最
低
質
.金
制
は
.
#
6
.
ゆ
.る
改
良
政
策
同
樣
、
改
良
進
歩
の
满
と
ぐ
勞
働
者
の
^
爭
を
抑
-ぇ
る
備
瞒
性
と
の
-
ー面悴をっている。こ
 

れ
を
進
涉
の
1
£
£促
進
^
る
カ
は
、
上
か
ら
與
ぇ
る
獨
占
'資
本
に
で
は
な
く
、
.患
べ
ま
，で
も
下
4
:ら

の

勞

働

階

没

の

カ

，
に

あ

る

0
こ
の
1' 

逃
力
.の
，

』

卜
§

锶

墓

部

法..も
最
低
賃
金
制
も
家
肉
器
を
'工

場

讓

'
:-
^
^

任
務
を
も
.つ
と
共
に
、
家
內
勞
働
や
中
小
'3
:

_
そ
れ
自
體
の
勞
働
者
に
半
封
建
_

膽
脚
心
、：
商
覺
と
團
結
を
促
す
作
用
を
も
ち
、
M
に 

大
量
海
働
條
件
が
.中
小H

業
.

v

家

內

邊

働

の

，
そ

.

に
ょ
つ
：
て

後

退

せ

し

め

ら

れ

る

-
• 

.
- 

. 

■ 

• 

• 

• 

I 

•■ 

.こ.

.

.
'
. 

.

.

.

,
.

し
め
る
：g
::;
1
を

も

つ

。'但
し
'こ
^
爾
あ
.く
ま
，飞
も
ぞ
の
.恶
底
に
勞
働
者
階
徽
の
：推
進
力
.ど
い
う
條
*#
.を
も
つ限

.！

=
SKI
.お
ぃ
て
で
あ
る
。.
從 

つ
て
こ
CD
1
推
拖
■'
'
が̂
弱
體
な
ら
ば
、/.
最
低
賃
金
制
は
標
準
«
金
.を

别

-1
>
げ
、
' 最
高
.質
金
を
：最
低
.
ま̂
で
引
.下
げ
る
結
果
と
も
な
.り
う
る
。
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に
お
.
.い
て
も
最
低
«
金
,
施
行
.の
機
' *
が
^-
り
、
^
(D
.
-*
め
の
調
遂
や
準
備
4
行
；わ
，れ
て
.い
る
横
様
で
あ
る
.が
*
の
點
は
特

A 

.

.パ
''
-
:

ン
：ン

"

.

' :
:

v

 

.

.

.
'
:

',
.

，

：
.

從
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つ
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；勞
#
翁
準
法
同
_

/
家
內
廣
_
法
凌
离
能
.と
考
^-
る 

礎
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
而

も

家

综

磐

の

お

く

れ

た

M
に
火
を
點
ず
る
力
は
大
工
業
勞
働
笤
期
待
さ
れ
、
大H

業
雷
者
の
戰
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1

統
冷
が
期
待
さ
れ
私
ば
な
ら
な
い
10
一
見
す
る
^
こ
ろ
論
理
は
循
環
論
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、
事
實
は
大M

業
勞
■
者
の
强
化
が
中
小 

工
業
勞
働
者
を
弧
化
し
、
中
小
：エ
業
努
働
考
の
强
化
が
大
エ
業
勞
働
者
を
‘强
化
せ
し
め
る
と
い
ぅ
螺
旋
型
の
發
展
の
法
則
で
あ
る
'0 

g

中
小
.エ
業
勞
働
者
は
广
中
小
エ
業
生
產
形
藤
の「

高
度
化
、：.集
國
化
忙
ょ
る
中
小
エ
業
小
規
模
性
の
缺
陷
克
服
に
も
關
心
を
持
允
ね
ぱ
な 

ら
ぬ
。
大
エ
馨
爾
者
も
關
連
靡
業
>
本
請
3:
業

の

：右

の

：問

顧

ね

關

心

免

も

汔

ね

ぼ

な

名

ぬ

9
:旣
に
述
4 

向
き」

に

暴

？
勞
働
f

協
力
せ
し
め
る
.客
觀
條
t

成

熟

し

：
つ

同
し
ぅ
る
。
こ
の
こ
と
が
か
た
半
封
建
性
を
除
去
し
，、
中
小
生
業
を
民
主
化
さ
せ
、
_中
小
.エ
業
勞
働
者
を
吏
.に
自
釁
さ
せ
、
中
小
エ
業
主

1 
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,
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.

.
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•
•
•
•
•
•
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• 
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. 

. 

•

を
自
覺
さ
せ
る
：.

1

つ
の
契
機
で
も
あ
る
。
..
そ
1
て
，ま
た
こ
の
民
主
化
が
中
小
エ
業
の
生
產
カ
を
高
度
化
せ
'し
め
る
契
機
で
も
あ
る
。
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附k
〕

：

本
槁
は
.意

外

に

，紙

數

が

，超

過

：し

た

.，、
必
、
，用
窻
し
た
多
數
の
統
計
表
を
す
べ
.て
割
瘦
す
石
^

ぃ、
.
勞
働
の
貧
£

-,
:

牢
に
於
い
ズ
然
”
で
あ
ん
グ
觅
に
'詳
レ
く
中
小
企
業
間
題
^;
關
刃
る
統
訢
や
資
料
を
ホ
.め
る
方
吣
气
中
小
企
業
廳
編「

中
ル
企
業 

-.
:
の
#;
輝
と
間
題
點」

.昭
和
ニ
五
华
九
月
日
本
經
濟
新
'聞
撤
聚
行
>
_が
：便
刺
で
あ
り
、
：中
小
企
業
.危
機
丨
特
'に
金
詰
.リ
の
：實 

丨

：
廳

：

「

中
小
企
業
：命
融
货
機
調
盗

」

.：

C

昭
和
.

1L

三

申
^
^

は
昭
和
ニ
五
平
三
.月
發
行)

を
參
肌
さ
枞
ー
た
い
^
次
ぎ
に
中
水
エ
藥
勞
働
の
實
靡
魏
査
並
び
に
資
料
-の
貴
重
な
’
論
集
と
し
^
^
本
學
術
振
興
會
ノ
中 

小
靡
業
赛
M
會
.
•山
：屮
篤
木
郞
P

「

中
小
工
業
と
.
勞

働

問

題

」

バ

昭

和.-
.
一 .五
^
九
月
國
允
#
房
發 
ー0
 
.が
あ
る
。

ネ
;#
:
は
同
委
員
會
に
鶬
す
る
九
氏
の 

調
拖
硏
究
論
集
で
あ
”
、
^
:々

典
型
的
な
八
業
撖
に
わ
.た
る
.中

小

.'
3
:業
务
働
ケ
調
逛
分
析
、と
、
：：中
小
エ
業
勞
働
_

1
般
分
抓
、
歐
米
家
內
努
働
法
の
研
. 

-

■:
究
.を
舍
み
，
こ
れ
ら
を
|.
|
|中
委
员
長
.が
理
_
的
'に
統
一
.
す

る

意

岡

の

：：；ト

に

緝

集

か

れ

=於
^
办

で

あ

る.
0本

稿

政

觀

に

：

c
n
j

章
に
お
い
て
こ

の
硏
纥
.に
. 

负
ぅ
と
こ
ろ
が
多
か
。
•尙
、■
本
撟
で
部
分
的
に
ふ
れ
.た
產
業
榄
造
■と
.

：

中
小
土
拳
の
間
題
關
連
に
.つ
V
て
は
^
罾
..

「

恥
本
產
業
檇
造
と
|1
»
小
.工
業」

ハ
昭 

'
和

ニ

五

苹

屮

艿

典

_

脈

產

業

硏

究

所

發

行

^

を
參
照
下
令
れ
、
ば
幸
で
麵
る
。
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我
國
農
業
.の
矛
盾
>,
特
質
は
零
細
農
耕
と
半
封
酿
的
土
地
所
有
制
に
.集
中
的
に
表
親
.さ
れ
る
°
そ
れ
1
我

.國

農

業

の

近

代

圯

に

と
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.り
て
，誠

に

汰

き

な

支

隙

で

.あ
っ
允
，0
旣
く
よ
り
農
民
運
敷
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
戰
時
下
の
農
業
政
策
に
よ
り
、.XT

の
.
零

細

農

.耕
と
平
封
建
的
土
地
所
苻
制
廢
絕.

——

農
地
改
革——

の
#,
'然
性
が
不
可
避
と
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
を
機
に
外
部
よ

. 

• 

' 

. 

. 

.

.

-

.

.

り
の
.强
カ
な
る
民
主
_的
カ
,2
:
-—
*
っ

の

起

動

的

と

し

て

、

遂

に

農

地

.

改
革
が
實
施
の
過
程
に
移
さ
れ
る
.に
至
っ
た
50

で
.あ
る
。

.

.

.

.

.

.
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. 

•

申
す
ま
で
も
な
く
、.：
半
封
建
的
寄
在
地
主
.的
土
地
所
有
W
の
廢
絕
r 4

よ
び
、
：そ

れ

產

發

點
と

.

す
る
廣
範
な
る
農
業
襻
革
は
戰

後
展
«0
を
み
た
0
本
民
生
.化
の
.迤
礎
购
な
變
革
過
程
で
あ
り
、
必
然
的
な
前
提
，な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、.
農
地
改
革
の
進
展
、
お
よ

-

.

.
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.
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び
、
そ
の
成
粜
加
肩
は
農
業
變
革
.
の
'み

な

ら

ず

日

本

社

#

民

主

化

の

..：上

£

極
め
.て
重
要
な
.る
意
義
を
占
め
て
.
'い
る
:0
か
くV

、

•農
地 

改
革
過
程
の
分
析
は
重
要
な
、
廣
.も
究
明
を
必
要
と
す
る
課
題
1

っ
た
の
で
あ
る
，

'

農
地
改
革
は
各
她
方
の
飲
然
的
立
地
諸
條
件
、
周
邊
の
都
ボ
、ー
天
工
業
お
よ
び
肖
^
地
帶
と
.の
關
•
、

ホ
の
.農
村
支
配
の
在
り
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方
等
に
よ
り
？
い
ち
：じ
る
し
く
地
域
的
差
異
を
生
じ
て
行
わ
れ
た
。'
農
地
改
革
過
程
の
進
展
はI

® -
半

封

建

的

寄

生

地

主

的

土

地

支 

I

係

連

物

納

f

遭

，

1

れ
、パ
近
代
的
議
S

展
環
I

纪

る

に

s

g

s

:る

が

.が
ら
、
無
條
件
的
に
近
代
的
農
業
へ
の
屉
望
を
み
る
匕
と
が
出
來
ず
、
，
む
し
ろ
、
と
の
過
故
に
お
い
て
1
種
々
複
雑
、
困
難
な
る
諸 

璐

满

に

お

け

る

地

生

制

の

變

貌
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